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第 2 章 評価の実施方針 

 
2-1 背景・目的 
 
 太平洋地域の島嶼国・地域（以下、太平洋島嶼国地域という）は、日本と太平洋を共有

する隣接地域であり、同地域の安定と発展及び日本の安全と繁栄とは不可分である。太

平洋島嶼国は、国土は小さいものの、広大な排他的経済水域を有していることから、水産

資源の供給地であるとともに、エネルギー資源等の海上輸送ルートにもなっており、日本

にとって戦略的重要性が高く、歴史的にも日本と深いつながりがある国・地域もある。また、

経済的自立に向けた基盤づくりのため、日本からの援助への期待も大きく、これにこたえ

ることは日本の外交上も有意義である。 
 
 太平洋島嶼国地域は、国ごとに、その国家・経済規模、天然資源の有無、社会基盤の

程度、政府の開発計画立案・実施能力、経常費用負担能力等がかなり異なっている。こ

のため、日本は右を踏まえ、各国のニーズに即した援助を行っている。 
 
 太平洋島嶼国は、国土が広大な地域に散らばり（拡散性）、国内市場が小さく（狭隘性）、

国際市場から地理的に遠い（遠隔性）等、開発上の困難を抱えている。第 1 に、農業・漁

業中心の一次産業依存型経済であることから、自然災害や国際価格の変動といった外的

要因に対して脆弱である。このため、農業・漁業分野の開発・振興が重要となっている。第

2 に、民間部門の発展が遅れていることから、経済改革及び民間部門の育成を通じて

個々の国・地域が経済的に自立する必要がある。第 3 に、住民にとって最低限必要な

BHN の整備が求められている。第 4 に、太平洋島嶼国は国家の発展に必要な行政能力

を有した人材が不足しており、人材育成が急務である。さらに近年では、将来起こることが

予測されている気候変動による海面上昇に伴う影響が懸念されているほか、温暖化に伴

う感染症の拡大、大型のサイクロンによる被害等、地域規模の環境問題による影響が顕

在化している。日本はこれらの課題の解決に向けた支援を行い、太平洋島嶼国の健全で

持続可能な成長を支援している。また、2006 年 5 月に沖縄において開催した第 4 回太平

洋・島サミット（PALM：Pacific Islands Leaders Meeting）で発表した 5 つの重点課題（「経

済成長」、「持続可能な開発」、「良い統治」、「安全確保」、「人と人との交流」）をふまえ、

太平洋島嶼国各国の開発戦略に沿った協力を行っている。 
 
 本評価は、対太平洋島嶼国支援の意義をふまえ、太平洋島嶼国を 3 つのグループ（グ

ループ 1：比較的資源が豊富で経済規模が大きく、地域に政治的影響力のある国々、グ

ループ 2：当面援助必要・将来諸制度（土地制度、社会制度等）が整備されて人材育成が

進んだ場合自立可能性有、グループ 3：脆弱性が高く、継続的援助必要国）に分類し、グ

ループ 1 からはフィジー（国別評価対象国）、グループ 2 からはソロモン（国別評価対象国）、
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グループ 3 からは環礁国（キリバス、マーシャル、ツバル：既存資料による分析対象国）を

選び、日本のこれらの国に対する援助政策を全般的に評価し1、これまでの支援の成果を

確認するとともに今後の日本の援助の効果的・効率的な実施に資するための教訓や提言

を得ることを目的として行われるものである。また、評価結果を公表することで国民への説

明責任を果たすとともに、関係国政府・機関関係者や他ドナーに評価結果をフィードバック

することで、日本の ODA の理解促進に役立てることを目指している。 
 
 また、以上で述べた本調査の目的に加えて、本評価では、以下の 7 つのテーマを設定し

ている。 
 
1．本評価は国別評価であるとともに、来年度開催される第 5 回太平洋・島サミット

（PALM5）を念頭に置いた、地域全体のインプリケーションを含む評価であることを重視

する。 
 
2．太平洋島嶼国地域における開発課題の特殊性、及び域内の多様性に注目し、当該地

域・国における有効な援助スキームの組合せ（「無償資金協力（一般無償、水産無償、

文化無償、草の根無償、日本 NGO 連携無償等）」、「有償資金協力」、「技術協力（技

術協力プロジェクト、開発調査、専門家派遣、ボランティア派遣、研修員受入れ等）」、

「日本信託基金等の国際機関を通じた援助」）について、今後の方向性を検討する。 
 
3．日本の太平洋島嶼国地域支援については、投入の多寡によって左右される効果以外

についても注目する必要がある。その際に、JOCV/SV・NGO 等の活動が及ぼす効果

についても注目する。 
 
4．近年、環境面での脆弱性が指摘されている、環礁国（キリバス、マーシャル、ツバル）に

おける開発課題、日本のこれまでの援助実績を十分把握し、今後の援助の在り方に関

する教訓・提言を検討する。 
 
5．日本が必ずしもトップドナーでない当該地域において、他ドナーとの連携・棲み分けを通

じて、どのように日本の優位性・独自性が保たれてきたかを評価し、教訓・提言につな

げる。 
 
6．太平洋島嶼国地域における遠隔性の課題を、大使館、JICA 等の日本援助関係者が

どのように克服し、地域・及び国の援助方針との整合性を保つ形で援助を実施してい

るかを分析し、教訓・提言を引き出す。 
 
7．評価対象国における各スキームの連携、プログラム化の実施状況を、関係者へのヒア

リング、提供資料に基づき整理し、目標体系図を作成することで、援助関係者との共有

を図る。 
 
                              
1 グループ 3 については、環礁国 3 か国を対象として、既存資料をもとに補論で分析を行い、教訓・提言をまとめるに留めている。 
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2-2 評価対象 
 
 2003 年度以降の太平洋島嶼国地域への援助政策を対象とする。 
 
 ただし、太平洋島嶼国地域への日本の経済協力は、14 の国・地域に対して実施されて

おり、本評価ですべての国・地域の政策評価を行うことは、時間的、リソース的制約、及び

評価の質を確保する観点から困難なため、以下の選定基準を設けた上で、評価対象国、

分析対象国を選定した。 
 
1．日本の援助政策の評価を行うのに、十分な実績（2003 年度－2007 年度の無償資金

協力、技術協力、有償資金協力実績）がある国を選定する。 
 
2．太平洋島嶼国地域に対する日本の援助を、広域支援中心に援助を実施する国々と、

二国間援助（ODA）も必要とする国々（1 人当たり国民総所得（GNI：Gross National 
Income）の低い国々）とに分類し、広域支援拠点となる国、並びに二国間援助も実施

する国を事例国として選定する。 
 
3．太平洋島嶼国地域における、草の根レベルの援助の重要性を考慮し、草の根無償、協

力隊（JOCV/SV）派遣の実績が十分ある国を評価対象とする。 
 
4．太平洋島嶼国地域における重要な開発課題である、脆弱国家（社会経済面及び環境

面）に対する支援について留意し、その取組における日本の役割を評価する。 
 
5．それぞれに異なる経済の発展段階や多様な開発課題に応じた援助の在り方を検討す

るため、所得水準や性格の異なる国を評価対象国として選定する（開発援助委員会

（DAC：Development Assistance Committee）分類、国民 1 人当たり GNI、既存研究

による分類2）。 
 
 これらを満たす評価対象国として、グループ 1（比較的資源が豊富で経済規模が大きく、

地域に政治的影響力のある国々）からフィジー、グループ 2（当面援助必要・将来諸制度

（土地制度、社会制度等）が整備されて人材育成が進んだ場合自立可能性有）からソロモ

ンを選定し現地調査を含む評価調査を実施した。また、グループ 3（脆弱性が高く、継続的

援助必要国）については、環礁国 3 か国を対象として、既存資料をもとに補論で分析を行

い、教訓・提言をまとめた。 

                              
2 小林泉、「太平洋島嶼諸国論、第四章 島嶼援助論」による。太平洋島嶼国を、グループ 1：自立可能性の高い国、グループ 2：当

面援助が必要で将来自立可能性のある国、グループ 3：継続的な援助が必要な国に分類している。 
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2-3 評価の実施方法 
 
 この評価は、外務省発行の「ODA 評価ガイドライン第 4 版（2008 年 5 月）」（以下、「ガイ

ドライン」）及びその後の ODA 評価有識者会議での議論に基づき、「政策の妥当性」、「結

果の有効性」、「プロセスの適切性」の 3 つの視点から総合的に検証を行った。 
 評価作業の第 1 段階として、2003 年度以降に実施及び実施を予定されていた日本の援

助実績を「目的」と「手段」の関係に整理し、目標体系図を作成した（図 2-1～3）。目標体

系図の作成は、評価者と援助の実施主体である外務省、JICA 等の関係者との間で日本

の太平洋島嶼国地域に対する援助の全体像について認識共有を図った上で、外務省国

別データブックに記載されている国別援助方針、各国との政策協議結果等の情報を参考

にして評価チームが作成し、最終的にヒアリングを通じて外務省等関係者の確認を受けて

いる。本評価は、この目標体系図の考えに基づいて実施されている。3 つの視点の具体的

な調査内容は以下のとおりである。 
 
1．政策の妥当性 
 
日本の国別援助方針は、日本の上位政策、各評価対象国（フィジー、ソロモン）の開発計

画と整合しているか、また主要ドナーや国際機関の援助政策と適切に役割分担がなされ

ているか、さらに、日本の当該国に対する援助の方向性・目的が妥当であったかを評価し

た。なお、各評価対象国の政策の妥当性を測る前段として、第 3 章、3-2-2、4．で日本の

太平洋島嶼国地域援助政策の妥当性の検証を行い、各国の評価を行う基礎とした。 
 
2．結果の有効性 
 
 日本の援助政策と援助活動が、目的の達成に有効な結果をもたらしたかを評価した。具

体的には、各評価対象国（フィジー、ソロモン）の援助重点分野について有効性とインパク

トを検証した。しかし、フィジー、ソロモンの援助方針には、他国を対象とした国別援助計

画・方針の例と同様、成果指標は設定されておらず、適切なデータが利用可能でないこと、

また、国別援助方針で掲げられた目標は、1 つの国・機関の援助活動のみで実現できるも

のではないことから、日本の個々の重点分野について、援助効果を厳密に測ることはでき

ない。したがって、本評価では、日本が重点とする各分野における日本の援助実績を明ら

かにした上で、セクター別の課題をどの程度克服したかを検証することで、日本の援助の

有効性・インパクトを可能な範囲で分析するに留めている。 
 
3．プロセスの適切性 
 
 対フィジー、ソロモン援助方針の「策定プロセス」及び「実施プロセス」の適切性を評価し

た。どのような体制で、どのような関係者が、どのような手続きを経て援助方針を策定し、
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実施してきたかを把握するとともに、そのプロセスにおける関係者間のコミュニケーション

の円滑さ、意思決定プロセスの適切性、相手国側の主体性、他ドナーとの連携状況、スキ

ーム間の連携などを整理し、評価を行った。 
 
 以上に述べた 3 つの評価の視点を「評価の枠組」として表 2-1（フィジー）、表 2-2（ソロモ

ン）に整理し、「評価項目」、「主な評価設問」、「評価指標」、「情報収集方法／情報源」を

示した。 
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ト
(人

間
の

安
全

保
障

基
金

（U
N

C
R

D
）：

2
00

4
-
2
00

6
)

地
域

別
研

修
（
初

等
中

等
算

数
教

育
改

善
)

短
期

専
門

家
(障

害
者

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

調
査

)

防
災

【草
】中

古
消

防
車

供
与

計
画

(2
件

)
第

三
国

研
修

（
気

象
予

警
報

)
【重

点
分

野
】

【草
】放

送
公

社
災

害
用

中
継

所
整

備
計

画
(1

件
)

地
震

観
測

網
の

運
用

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（2
0
06

-）

犯
罪

対
策

【草
】警

察
原

動
機

付
き

自
転

車
供

与
計

画
(1

件
)

【重
点

分
野

】
【草

】警
察

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

整
備

計
画

(1
件

)
【草

】刑
務

所
鶏

舎
供

与
計

画
(1

件
)

【重
点

分
野

】
は

、
外

務
省

国
別

デ
ー

タ
ブ

ッ
ク

2
0
07

に
示

さ
れ

て
い

る
フ

ィ
ジ

ー
に

お
け

る
日

本
の

援
助

重
点

分
野

を
指

す
。

そ
の

他
の

「国
別

の
支

援
内

容
」
に

つ
い

て
は

、
便

宜
上

、
評

価
チ

ー
ム

が
設

定
し

た
。

赤
枠

は
、

ス
キ

ー
ム

間
連

携
を

示
す

（国
内

･現
地

調
査

ヒ
ア

リ
ン

グ
及

び
提

供
資

料
、

外
務

省
・
J
IC

A
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

に
よ

る
）
。

【草
】は

、
草

の
根

・
人

間
の

安
全

保
障

無
償

案
件

。
件

数
は

、
20

0
3～

20
06

年
度

の
計

。
【
N

】は
日

本
N

G
O

支
援

無
償

資
金

協
力

。
【有

】は
有

償
資

金
協

力
、

【
広

】は
、

広
域

案
件

、
【
M

】
は

、
国

際
機

関
を

通
じ

た
日

本
信

託
基

金
に

よ
る

援
助

案
件

を
示

す
。

※
1
：本

ス
キ

ー
ム

連
携

は
、

「
生

活
手

段
の

確
保

」
、

「
環

境
」
分

野
に

も
ま

た
が

る
案

件
と

さ
れ

る
（現

地
調

査
ヒ

ア
リ

ン
グ

に
よ

る
）
。

【M
】商

業
的

農
業

開
発

強
化

（
A

D
B

日
本

特
別

基
金

：2
00

4
年

承
認

）

【M
】イ

ン
フ

ラ
・サ

ー
ビ

ス
改

善
（A

D
B

日
本

特
別

基
金

：
20

0
6年

承
認

）

【M
】第

四
次

道
路

改
善

（A
D

B
日

本
特

別
基

金
：
20

0
4年

承
認

）

【M
】民

間
航

空
及

び
空

港
改

善
（
A

D
B

日
本

特
別

基
金

：
2
00

3年
承

認
）

【M
】公

共
セ

ク
タ

ー
金

融
ガ

バ
ナ

ン
ス

強
化

（A
D

B
日

本
特

別
基

金
：
20

0
3
年

承
認

）

良
い

統
治

「よ
り

強
く
繁

栄
し

た
太

平
洋

地
域

」
の

達
成

J
O

C
V

/
S
V

派
遣

(養
殖

、
浮

漁
礁

、
水

産
物

加
工

、
港

湾
、

海
運

・
航

海
)

行
政

能
力

向
上

、
制

度
整

備
【重

点
分

野
】

南
太

平
洋

IC
T
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
ー

ビ
ル

デ
ィ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（2
0
08

-
20

10
予

定
）

研
修

・
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

(沿
岸

資
源

管
理

、
資

源
培

養
の

た
め

の
栽

培
漁

業
)

J
O

C
V

/
S
V

派
遣

（
養

護
、

保
健

師
、

理
学

療
法

士
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
オ

フ
ィ

サ
ー

、
視

聴
覚

教
材

作
成

、
医

師
、

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
、

公
衆

衛
生

、
感

染
症

対
策

、
エ

イ
ズ

対
策

）

人
と

人
と

の
交

流

【広
】南

太
平

洋
大

学
遠

隔
教

育
・情

報
通

信
技

術
強

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
(2

0
02

-2
0
05

)

人
物

交
流

及
び

文
化

交
流

の
促

進
【重

点
分

野
】

■
太

平
洋

地
域

全
体

の
  
 安

定
と

発
展

■
経

済
・
社

会
基

盤
の

整
備

支
援

安
全

確
保

持
続

可
能

な
開

発

経
済

成
長

【有
】普

及
可

能
性

の
高

い
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

電
源

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

発
掘

型
案

件
形

成
調

査
(2

0
07

)

情
報

・
通

信
・
メ

デ
ィ

ア
省

テ
レ

ビ
制

作
部

局
に

対
す

る
ビ

デ
オ

撮
影

・
編

集
機

材
供

与
(文

化
無

償
：2

0
04

)

公
文

書
館

に
対

す
る

マ
イ

ク
ロ

フ
ィ

ル
ム

機
材

供
与

（
文

化
無

償
：

20
0
3
）

【M
】メ

ラ
ネ

シ
ア

の
消

滅
の

危
機

に
瀕

す
る

言
語

保
存

（
ユ

ネ
ス

コ
無

形
文

化
財

保
存

・振
興

日
本

信
託

基
金

:2
0
0
0-

）

【N
】ナ

ン
ド

ロ
ガ

・
ナ

ボ
サ

県
に

お
け

る
ゴ

ミ
・
緑

化
活

動
啓

蒙
計

画
(2

0
03

)

【M
】南

太
平

洋
に

お
け

る
遠

隔
地

教
育

と
参

加
型

協
議

を
通

じ
た

教
師

の
地

位
向

上
（ユ

ネ
ス

コ
人

的
資

源
開

発
日

本
信

託
基

金
：

20
0
5
-
）

【M
】南

太
平

洋
諸

国
に

お
け

る
教

育
セ

ク
タ

ー
管

理
能

力
の

向
上

の
た

め
の

統
計

情
報

作
成

及
び

利
用

能
力

開
発

（ユ
ネ

ス
コ

人
的

資
源

開
発

日
本

信
託

基
金

：
20

0
4-

20
0
5）

J
O

C
V

/
S
V

派
遣

（
特

殊
教

育
、

経
営

管
理

、
木

工
、

言
語

聴
覚

士
)

J
O

C
V

/
S
V

派
遣

(小
学

校
教

諭
、

理
数

科
教

師
、

青
少

年
活

動
、

柔
道

、
水

泳
、

空
手

道
、

卓
球

、
自

動
車

整
備

、
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

技
術

、
P

C
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
タ

ー
、

家
政

、
学

校
運

営
、

情
報

、
日

本
語

教
師

、
幼

児
教

育
、

司
書

・
学

芸
員

、
機

械
工

学
、

電
気

・
電

子
機

器
、

放
送

技
術

整
備

、
経

済
市

場
調

査
)

※
1
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 図
2
-2

　
想

定
さ

れ
る

対
ソ

ロ
モ

ン
援

助
目

標
体

系
図

は
ス

キ
ー

ム
連

携
を

示
す

対
ソ

ロ
モ

ン
O

D
A

の
意

義
地

域
の

援
助

政
策

目
標

地
域

の
重

点
セ

ク
タ

ー
目

標
国

別
の

支
援

内
容

有
償

資
金

協
力

・
無

償
資

金
協

力
に

よ
る

支
援

技
術

協
力

・
開

発
調

査
に

よ
る

支
援

日
本

信
託

基
金

に
よ

る
支

援

イ
ン

フ
ラ

ア
ウ

キ
市

場
及

び
桟

橋
建

設
計

画
(2

0
07

-
2
0
0
8
)

【
重

点
分

野
】

国
内

か
つ

お
・
ま

ぐ
ろ

類
漁

業
基

盤
修

復
計

画
(2

00
4
)

国
際

空
港

修
復

計
画

(2
00

4
)

ホ
ニ

ア
ラ

電
力

供
給

改
善

計
画

(2
0
0
5
-
2
00

6
)

ガ
ダ

ル
カ

ナ
ル

島
東

部
橋

梁
架

け
替

え
計

画
(2

0
06

)

【
草

】市
場

建
設

計
画

(1
件

)
【
草

】イ
ン

フ
ラ

整
備

計
画

(1
件

)
【
草

】埠
頭

荷
積

用
傾

斜
路

復
興

計
画

(1
件

)

【
草

】水
供

給
計

画
(7

件
)

上
水

道
改

善
復

興
計

画
(2

0
0
5
-
20

0
6
)

【
草

】水
供

給
施

設
修

復
計

画
(1

件
)

【
草

】緊
急

水
道

水
質

改
善

計
画

(1
件

)

地
方

開
発

【
草

】養
樹

場
強

化
計

画
(1

件
)

ニ
ュ

ー
ジ

ョ
ー

ジ
ア

諸
島

村
落

林
業

計
画

調
査

(2
0
0
3
-
20

0
5
)

【
M

】
農

村
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
(世

界
銀

行
Ｐ

Ｈ
Ｒ

Ｄ
:2

0
0
6
)

【
重

点
分

野
】

【
草

】農
家

支
援

・
訓

練
セ

ン
タ

ー
建

設
計

画
(1

件
)

【
草

】地
方

通
信

網
改

善
計

画
(1

件
)

【
草

】地
方

生
活

水
準

向
上

計
画

(1
件

)

【
草

】環
境

保
全

計
画

(1
件

)

保
健

【
草

】高
等

専
門

学
校

看
護

・
保

健
科

強
化

計
画

(1
件

)
【
広

】大
洋

州
予

防
接

種
事

業
強

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
(2

0
0
4
-
2
0
09

)
【
重

点
分

野
】

【
草

】病
院

施
設

向
上

/
改

修
・
拡

張
計

画
(3

件
)

マ
ラ

リ
ア

対
策

強
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

(2
0
0
6
-
2
0
09

)
【
草

】病
院

・
地

方
診

療
所

職
員

寮
建

設
計

画
(7

件
)

機
材

供
与

(感
染

症
対

策
特

別
機

材
(E

P
I）

)
【
草

】地
域

診
療

所
設

立
計

画
(1

件
)

【
草

】病
院

波
止

場
復

興
計

画
(1

件
)

【
草

】教
育

施
設

復
興

/
向

上
計

画
(7

件
)

J
O

C
V

派
遣

（
理

数
科

教
師

、
家

政
、

体
育

、
野

菜
栽

培
）

【
草

】小
・
中

・
高

等
学

校
教

室
/
校

舎
/
教

員
寮

建
設

計
画

(1
0
件

)
地

域
別

研
修

（初
中

等
算

数
教

育
改

善
）

【
草

】高
等

学
校

養
鶏

開
発

計
画

(1
件

)
個

別
専

門
家

（S
IC

H
E
教

育
改

善
：
2
0
0
6
-
)

【
草

】職
業

訓
練

校
整

備
計

画
(2

件
)

行
政

能
力

の
向

上
個

別
専

門
家

(援
助

調
整

：
2
0
0
4
-
20

0
9
)

【
重

点
分

野
】

個
別

専
門

家
(地

方
開

発
：
2
0
0
4
-
20

0
9
)

防
災

地
震

・
津

波
災

害
に

対
す

る
緊

急
援

助
物

資
供

与
(2

0
0
7
)

【
重

点
分

野
】

地
震

・
津

波
災

害
に

対
す

る
緊

急
無

償
資

金
協

力
(2

0
0
7
)

【
草

】避
難

民
支

援
計

画
(1

件
)

【
草

】多
目

的
ホ

ー
ル

建
設

計
画

(1
件

)
【
草

】図
書

館
市

民
閲

覧
サ

ー
ビ

ス
強

化
計

画
(1

件
)

【
重

点
分

野
】は

、
外

務
省

国
別

デ
ー

タ
ブ

ッ
ク

20
0
7
に

示
さ

れ
て

い
る

ソ
ロ

モ
ン

に
お

け
る

日
本

の
援

助
重

点
分

野
を

指
す

。
そ

の
他

の
「
国

別
の

支
援

内
容

」
に

つ
い

て
は

、
便

宜
上

、
評

価
チ

ー
ム

が
設

定
し

た
。

赤
枠

は
、

ス
キ

ー
ム

間
連

携
を

示
す

（
国

内
・現

地
調

査
ヒ

ア
リ

ン
グ

及
び

提
供

資
料

、
外

務
省

・
J
IC

A
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

に
よ

る
）
。

【
草

】
は

、
草

の
根

・
人

間
の

安
全

保
障

無
償

案
件

。
件

数
は

、
2
00

3
～

2
0
06

年
度

の
計

。
【
有

】
は

有
償

資
金

協
力

、
【
広

】
は

、
広

域
案

件
、

【
M

】
は

、
国

際
機

関
を

通
じ

た
日

本
信

託
基

金
に

よ
る

援
助

案
件

を
示

す
。

マ
ラ

イ
タ

州
に

於
け

る
持

続
可

能
な

地
域

開
発

を
目

指
し

た
定

置
型

有
機

農
業

普
及

の
為

の
支

援
事

業
（
草

の
根

パ
ー

ト
ナ

ー
技

術
協

力
：
2
00

6
-
2
0
09

）

【
M

】
大

洋
州

地
域

に
お

け
る

技
術

支
援

(人
間

の
安

全
保

障
基

金
(U

N
F
P

A
・
W

H
O

：
2
0
0
1
-
20

0
4
))

■
破

綻
国

家
を

作
ら

な
い

た
め

　
　

の
地

域
的

取
組

へ
の

支
援

■
国

際
場

裡
に

お
け

る
親

日
国

　
 と

の
協

力
関

係
の

維
持

【
M

】
太

平
洋

小
島

嶼
開

発
諸

国
に

お
け

る
生

物
学

的
及

び
文

化
的

多
様

性
の

保
存

に
係

る
能

力
開

発
（
ユ

ネ
ス

コ
人

的
資

源
開

発
日

本
信

託
基

金
：
2
0
06

-
）

【
M

】
南

太
平

洋
に

お
け

る
遠

隔
地

教
育

と
参

加
型

協
議

を
通

じ
た

教
師

の
地

位
向

上
（
ユ

ネ
ス

コ
人

的
資

源
開

発
日

本
信

託
基

金
：

2
0
05

-
）

【
M

】
南

太
平

洋
諸

国
に

お
け

る
教

育
セ

ク
タ

ー
管

理
能

力
の

向
上

の
た

め
の

統
計

情
報

作
成

及
び

利
用

能
力

開
発

（
ユ

ネ
ス

コ
人

的
資

源
開

発
日

本
信

託
基

金
：
2
0
04

-
2
0
0
5
）

人
と

人
と

の
交

流
【
M

】
メ

ラ
ネ

シ
ア

の
消

滅
の

危
機

に
瀕

す
る

言
語

保
存

（
ユ

ネ
ス

コ
無

形
文

化
財

保
存

・
振

興
日

本
信

託
基

金
:2

0
0
0
-
）

人
物

交
流

及
び

文
化

交
流

避
難

民
支

援

環
境

【
M

】
避

難
民

に
対

す
る

R
H

緊
急

支
援

(人
間

の
安

全
保

障
基

金
(U

N
F
P

A
,W

H
O

)：
2
0
0
1
-
20

0
4
)

良
い

統
治

安
全

確
保

ソ
ロ

モ
ン

諸
島

沖
地

震
被

災
地

域
に

お
け

る
食

料
自

給
支

援
体

制
構

築
事

業
(日

本
N

G
O

連
携

無
償

資
金

協
力

：
2
0
0
7
)

ソ
ロ

モ
ン

諸
島

津
波

被
害

復
興

支
援

(日
本

N
G

O
連

携
無

償
資

金
協

力
：
2
00

7
)

「
よ

り
強

く
繁

栄
し

た
太

平
洋

地
域

」
の

達
成

経
済

成
長

【
M

】
国

内
海

運
支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
及

び
技

術
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
A

D
B

日
本

特
別

基
金

：
2
0
0
7
年

承
認

）

【
M

・
広

】
太

平
洋

島
嶼

国
に

お
け

る
ガ

バ
ナ

ン
ス

及
び

ア
カ

ウ
ン

タ
ビ

リ
テ

ィ
強

化
（
A

D
B

日
本

特
別

基
金

：
2
0
0
6
年

承
認

）

J
O

C
V

派
遣

（
看

護
師

、
養

護
、

理
学

療
法

士
、

エ
ア

ロ
ビ

ク
ス

、
A

V
機

器
、

言
語

聴
覚

士
、

青
少

年
活

動
)

持
続

可
能

な
開

発

教
育

【
重

点
分

野
】
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 図
2
-3

　
想

定
さ

れ
る

対
環

礁
国

（
キ

リ
バ

ス
、

マ
ー

シ
ャ

ル
、

ツ
バ

ル
）援

助
目

標
体

系
図

対
環

礁
国

 O
D

A
の

意
義

地
域

の
援

助
政

策
目

標
地

域
の

重
点

セ
ク

タ
ー

目
標

国
別

の
支

援
内

容
無

償
資

金
協

力
に

よ
る

支
援

技
術

協
力

・
開

発
調

査
に

よ
る

支
援

日
本

信
託

基
金

に
よ

る
支

援

イ
ン

フ
ラ

第
二

次
タ

ラ
ワ

環
礁

電
力

供
給

施
設

整
備

計
画

(キ
リ

バ
ス

:2
00

4)
【重

点
分

野
】

フ
ナ

フ
チ

環
礁

電
力

供
給

施
設

整
備

計
画

(ツ
バ

ル
：
2
00

5
)

【草
】
連

絡
橋

修
復

計
画

(キ
リ

バ
ス

：
1件

)
【草

】
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
建

設
・改

修
計

画
(マ

ー
シ

ャ
ル

：7
件

)
【草

】
空

港
タ

ー
ミ

ナ
ル

改
築

計
画

(マ
ー

シ
ャ

ル
:1

件
)

【草
】
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

ホ
ー

ル
建

設
計

画
(ツ

バ
ル

:1
件

)

漁
業

南
タ

ラ
ワ

水
産

業
関

連
道

路
整

備
計

画
(キ

リ
バ

ス
：2

0
06

）
（キ

リ
バ

ス
、

ツ
バ

ル
）

ベ
シ

オ
港

修
復

計
画

(キ
リ

バ
ス

：2
00

4
-2

0
05

)
【重

点
分

野
】

ク
リ

ス
マ

ス
島

沿
岸

漁
業

振
興

計
画

（キ
リ

バ
ス

：
2
00

4
）

フ
ナ

フ
チ

港
改

善
計

画
(ツ

バ
ル

：2
0
05

)
【草

】
漁

業
訓

練
セ

ン
タ

ー
整

備
計

画
(キ

リ
バ

ス
:2

00
5
)

【草
】
製

氷
機

供
与

計
画

(キ
リ

バ
ス

:1
件

)
【草

】
水

産
セ

ン
タ

ー
建

設
計

画
(キ

リ
バ

ス
:1

件
)

【草
】
沿

岸
漁

業
訓

練
船

機
材

供
与

計
画

(ツ
バ

ル
:1

件
)

産
業

振
興

【草
】
養

豚
場

建
設

計
画

(マ
ー

シ
ャ

ル
:1

件
)

（
マ

ー
シ

ャ
ル

）
【草

】
女

性
ハ

ン
デ

ィ
ク

ラ
フ

ト
セ

ン
タ

ー
施

設
改

善
計

画
(ツ

バ
ル

:1
件

)
【重

点
分

野
】

ノ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

無
償

(キ
リ

バ
ス

：2
00

5
-2

0
07

）
【M

】ク
リ

ス
マ

ス
島

に
お

け
る

土
地

・
人

口
に

係
る

総
合

開
発

プ
ロ

グ
ラ

ム
ノ

ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
無

償
(ツ

バ
ル

：
2
00

5-
2
00

7
）

プ
ロ

グ
ラ

ム
(キ

リ
バ

ス
、

A
D

P
特

別
基

金
:2

0
0
4年

承
認

)

【草
】
海

上
輸

送
改

善
計

画
(マ

ー
シ

ャ
ル

：
3件

)
【草

】
港

湾
荷

役
機

械
供

与
計

画
(ツ

バ
ル

：
2
件

）

環
境

【
広

】
南

太
平

洋
沿

岸
諸

国
海

域
海

洋
資

源
調

査
（キ

リ
バ

ス
、

ツ
バ

ル
、

(キ
リ

バ
ス

:2
00

4)
マ

ー
シ

ャ
ル

）
【重

点
分

野
】

保
健

マ
ジ

ュ
ロ

病
院

整
備

計
画

(マ
ー

シ
ャ

ル
:2

0
03

-
20

04
)

【
広

】
大

洋
州

予
防

接
種

事
業

強
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

(キ
リ

バ
ス

、
【M

】大
洋

州
地

域
に

お
け

る
技

術
支

援
(キ

リ
バ

ス
、

マ
ー

シ
ャ

ル
、

（キ
リ

バ
ス

、
ツ

バ
ル

、
【草

】
病

院
・診

療
所

改
築

・機
材

整
備

計
画

(マ
ー

シ
ャ

ル
:6

件
)

マ
ー

シ
ャ

ル
、

パ
ラ

オ
:2

0
04

-
20

0
9)

ツ
バ

ル
、

人
間

の
安

全
保

障
基

金
（
U

N
F
P

A
・
W

H
O

:2
00

1-
2
00

4
))

マ
ー

シ
ャ

ル
）

【草
】
病

院
救

急
車

供
与

計
画

(キ
リ

バ
ス

:1
件

)
【重

点
分

野
】

【M
】R

H
の

観
点

か
ら

の
H

IV
/
A

ID
S
の

脅
威

及
び

環
境

悪
化

に
対

す
る

対
策

(キ
リ

バ
ス

、
人

間
の

安
全

保
障

基
金

（U
N

F
P

A
・
W

H
O

:2
0
01

-
20

04
))

【M
】S

T
I/

H
IV

/
A

ID
S
対

策
計

画
(マ

ー
シ

ャ
ル

、
人

間
の

安
全

保
障

基
金

（U
N

F
P

A
・
W

H
O

:2
0
01

-
20

0
4)

)

【M
】コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ア

プ
ロ

ー
チ

を
通

じ
た

R
H

状
況

改
善

計
画

(ツ
バ

ル
、

人
間

の
安

全
保

障
基

金
（
U

N
F
P

A
・W

H
O

:2
00

1
-2

0
04

))

水
・衛

生
【草

】
村

給
水

施
設

整
備

計
画

(キ
リ

バ
ス

:1
件

)
（キ

リ
バ

ス
、

ツ
バ

ル
）

【草
】
水

供
給

シ
ス

テ
ム

改
善

計
画

(マ
ー

シ
ャ

ル
:3

件
)

【重
点

分
野

】
【草

】
給

水
施

設
整

備
計

画
(ツ

バ
ル

:1
件

)

教
育

【草
】
障

害
者

学
校

通
学

バ
ス

供
与

計
画

(キ
リ

バ
ス

:1
件

)
（キ

リ
バ

ス
、

ツ
バ

ル
、

【草
】
高

校
整

備
計

画
(キ

リ
バ

ス
:1

件
)

マ
ー

シ
ャ

ル
）

【草
】
学

校
改

築
・
増

築
・
設

備
改

善
計

画
(マ

ー
シ

ャ
ル

:1
9件

)
【重

点
分

野
】

【草
】
幼

稚
園

整
備

計
画

(ツ
バ

ル
:1

件
)

行
政

能
力

向
上

・制
度

整
備

（キ
リ

バ
ス

、
ツ

バ
ル

）
【重

点
分

野
】

【
重

点
分

野
】
は

、
外

務
省

国
別

デ
ー

タ
ブ

ッ
ク

20
0
7に

示
さ

れ
て

い
る

キ
リ

バ
ス

、
マ

ー
シ

ャ
ル

、
ツ

バ
ル

に
お

け
る

日
本

の
援

助
重

点
分

野
を

指
す

。
そ

の
他

の
「
国

別
の

支
援

内
容

」に
つ

い
て

は
、

便
宜

上
、

評
価

チ
ー

ム
が

設
定

し
た

。
【
草

】
は

、
草

の
根

・
人

間
の

安
全

保
障

無
償

案
件

。
案

件
が

複
数

の
場

合
、

各
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
名

は
明

記
し

て
い

な
い

。
件

数
は

、
2
00

3
～

2
00

6年
度

の
計

。
【
広

】
は

、
広

域
案

件
、

【
M

】は
、

国
際

機
関

を
通

じ
た

日
本

信
託

基
金

に
よ

る
援

助
案

件
を

示
す

。

貧
困

削
減

通
信

・
運

輸

■
友

好
親

善
関

係
の

強
化

・
促

進
■

食
の

安
全

確
保

の
た

め
の

漁
業 　

分
野

に
お

け
る

協
力

■
経

済
・
社

会
基

盤
の

整
備

「
よ

り
強

く
繁

栄
し

た
太

平
洋

地
域

」の
達

成

経
済

成
長

持
続

可
能

な
開

発

良
い

統
治

安
全

確
保

人
と

人
と

の
交

流
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 表
2
-
1
　

評
価

の
枠

組
み

（
フ

ィ
ジ

ー
）

評
価

対
象

：
フ

ィ
ジ

ー
へ

の
援

助
政

策
評
価

視
点

評
価

項
目

（
評

価
設
問

）
主
な

評
価

設
問

評
価

指
標

情
報

収
集

方
法

／
収
集

源

【
日

本
の
上

位
政

策
と

の
整

合
性

】
2
.
 
上

位
目
標

で
あ

る
O
D
A
大

綱
、

中
期

政
策

、
及

び
対

大
洋

州
地

域
政

策
と

整
合

性
を

有
し

て
い

る
か

・
 
日

本
の

対
太

平
洋

島
嶼

国
援

助
政

策
は

、
O
D
A
大

綱
、

中
期

政
策

、
及

び
対

大
洋

州
地

域
政

策
と

ど
の

程
度

整
合

性
を

有
し

て
い

る
か

・
 
日

本
の

対
太

平
洋

島
嶼

国
援

助
政

策
と

、
O
D
A
大

綱
、

中
期

政
策

、
及

び
対

大
洋

州
地

域
政

策
と

の
間

に
、

ず
れ

は
生

じ
て

い
な

い
か

2.
1
 
O
D
A
大
綱

、
O
D
A
中
期

政
策
、

及
び

対
大

洋
州

地
域

政
策

の
理

念
・

原
則

や
重

点
課

題
と

太
平

洋
島
嶼

国
援

助
政

策
の

内
容

の
一

致
度

合
い

2.
2
 
O
D
A
大
綱

、
O
D
A
中
期

政
策
、

及
び

対
大

洋
州

地
域

政
策

の
理

念
・

原
則

や
重

点
課

題
か

ら
外

れ
た
太

平
洋

島
嶼

国
援
助

政
策

の
有

無
と

そ
の

割
合

【
文

献
調
査

】
O
D
A
大

綱
、
O
D
A
中

期
政

策
、

O
DA
白

書
に

示
さ

れ
る

大
洋

州
地

域
に

対
す

る
援

助
方

針
、

「
沖

縄
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
」

、
「
沖

縄
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

」
等

の
政

策
文

書
、

政
策

協
議

文
書

【
ヒ

ア
リ
ン

グ
調

査
】

外
務

省
関
係

部
署

、
有

識
者

等

【
国

際
的
な

優
先

課
題

と
の

整
合

性
】

3
.
 
国

際
的
な

優
先

課
題

へ
の

対
応

と
整

合
性

を
有

し
て

い
る

か
・
 
国

際
的

な
優

先
課

題
へ

の
対

応
と

日
本

の
援

助
政

策
と

は
ど
の

程
度

整
合

性
を

有
し

て
い

る
か

3.
1
 
国

際
的
な

優
先

課
題

と
太

平
洋

島
嶼

国
援

助
政
策

に
お

け
る

優
先

事
項

の
一

致
度

合
い

3.
2
 
国

際
的
な

優
先

課
題

と
太

平
洋

島
嶼

国
援

助
政
策

に
お

け
る

優
先

事
項

の
不

一
致

・
矛

盾
の

有
無
と

そ
の

割
合

【
文

献
調
査

】
ミ

レ
ニ

ア
ム

開
発

目
標

、
バ

ル
バ

ド
ス

行
動

計
画

、
国

際
機

関
援

助
政
策

文
書

等
【

ヒ
ア

リ
ン

グ
調

査
】

P
I
F
事

務
局
、

フ
ィ

ジ
ー

政
府

省
庁

、
ド

ナ
ー

関
係

者
等

【
評

価
対

象
地

域
・
国

の
開

発
政

策
の

方
向

性
】

5
. 
日

本
の

援
助

政
策

の
今

後
の

方
向

性
と

 地
域

共
同

体
の

開
発

　
 戦

略
の

今
後

の
方

向
性

、
及

び
フ

ィ
ジ

ー
の

開
発

計
画

の
今

後
  

 の
方

向
性

は
、

一
致

し
た

見
解

を
持

っ
て

い
る

か

【
地

域
】

・
 
日

本
の

対
大

洋
州

地
域

援
助

政
策

の
今

後
の

方
向

性
は

、
同
地

域
の

地
域

開
発

戦
略

の
今

後
の

方
向

性
と

ど
の

程
度

一
致

し
て

い
る

か
・
 
日

本
の

対
大

洋
州

地
域

援
助

政
策

の
今

後
の

方
向

性
と

、
同
地

域
の

地
域

開
発

戦
略

の
今

後
の

方
向

性
と

の
間

に
、

ず
れ

は
生

じ
て

い
な

い
か

【
フ

ィ
ジ

ー
】

・
 
日

本
の

対
フ

ィ
ジ

ー
援

助
政

策
の

今
後

の
方

向
性
は

、
同

国
の

開
発

計
画

の
今

後
の

方
向

性
と

ど
の

程
度

一
致

し
て

い
る

か
・
 
日

本
の

対
フ

ィ
ジ

ー
援

助
政

策
の

今
後

の
方

向
性
と

、
同

国
の

開
発

計
画

の
今

後
の

方
向

性
と

の
間

に
、

ず
れ

は
生

じ
て

い
な

い
か

【
地

域
】

5.
1
 
地

域
共
同

体
が

今
後

、
重

点
を

置
く
主

要
社

会
経

済
指

標
項

目
5.
2
 
大

洋
州
地

域
の

今
後

の
開

発
ニ

ー
ズ
に

対
す

る
認

識
と

重
点

と
変

化
5.
3
 
大

洋
州
地

域
開

発
枠

組
の
今

後
の

開
発

ビ
ジ

ョ
ン

と
今

後
の

援
助

政
策

ビ
ジ

ョ
ン

の
一

致
度

合
い
及

び
齟

齬
の

有
無

【
フ

ィ
ジ

ー
】

5.
4
 
フ

ィ
ジ
ー

が
今

後
、

重
点
を

置
く

主
要

社
会

経
済

指
標

項
目

5.
5
 
フ

ィ
ジ
ー

の
今

後
の

開
発
ニ

ー
ズ

に
対

す
る

認
識

と
重

点
と

変
化

5.
6
 
フ

ィ
ジ
ー

の
今

後
の

開
発
ビ

ジ
ョ

ン
と

今
後

の
援

助
政

策
ビ

ジ
ョ

ン
の

一
致

度
合

い
及

び
齟

齬
の
有

無

【
文

献
調

査
】

「
パ

シ
フ

ィ
ッ

ク
プ

ラ
ン

」等
の

地
域

開
発

戦
略

、
「
2
0
ヵ

年
開

発
計

画
（
2
0
01

-
2
0
2
0
）
」、

「
戦

略
的

開
発

計
画

（
2
0
0
3-

2
0
0
5
）

（
2
0
0
7
-
2
01

1
）
」
等

の
フ

ィ
ジ

ー
開

発
計

画
、

第
5
回

P
A

L
M

に
向

け
た

政
策

協
議

、
有

識
者

会
議

議
事

録
等

【
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

】
外

務
省

・
J
IC

A
・
J
B

IC
関

係
部

署
、

現
地

O
D

A
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

、
フ

ィ
ジ

ー
政

府
省

庁
、

P
IF

事
務

局
等

【
評

価
対
象

地
域

・
国

の
開

発
ニ

ー
ズ

と
の

整
合

性
】

1
.
 
 
地

域
共

同
体

の
開

発
戦

略
、

フ
ィ

ジ
ー

独
自

　
　

の
開
発

計
画

と
の

整
合

性
を

有
し

て
い

る
か

政 策 の 妥 当 性

【
文

献
調
査

】
「

パ
シ

フ
ィ

ッ
ク

プ
ラ

ン
」

等
の

地
域

開
発

戦
略

、
「

2
0
ヵ

年
開

発
計
画

（
2
0
0
1-
2
0
2
0
）

」
、

「
戦

略
的

開
発

計
画

（
2
0
0
3
-
20
0
5
）

（
20
0
7
-
2
0
1
1）

」
等

の
フ

ィ
ジ

ー
開

発
計

画 【
ヒ

ア
リ
ン

グ
調

査
】

フ
ィ

ジ
ー
政

府
省

庁
、

P
I
F
事

務
局

、
外

務
省

・
J
I
CA
・

J
B
I
C
関

係
部

署
等

【
他

ド
ナ
ー

の
支

援
と

の
関

連
性

・
日

本
の

比
較

優
位

性
】

4
.
 
大

洋
州
地

域
・

フ
ィ

ジ
ー

へ
の

援
助

政
策

は
　

 
他

ド
ナ
ー

の
支

援
内

容
と

調
和

し
て

い
る

か

【
文

献
調
査

】
各

ド
ナ

ー
の

対
太

平
洋

地
域

及
び

フ
ィ

ジ
ー

援
助

方
針

【
ヒ

ア
リ
ン

グ
調

査
】

外
務

省
・
J
I
C
A
・

J
BI
C
関

係
部
署

、
ド

ナ
ー

関
係

者
、

フ
ィ

ジ
ー

政
府
省

庁
、

P
IF
事

務
局

、
現

地
O
D
Aタ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

等

【
地

域
】

・
 
日

本
の

対
大

洋
州

地
域

援
助

政
策

は
、

同
地

域
の
地

域
開

発
戦

略
と

ど
の

程
度

整
合

性
を

有
し

て
い

る
か

・
 
日

本
の

対
大

洋
州

地
域

援
助

政
策

と
、

同
地

域
の
地

域
開

発
戦

略
と

の
間

に
、

ず
れ

は
生

じ
て

い
な

い
か

【
フ

ィ
ジ

ー
】

・
 
日

本
の

対
フ

ィ
ジ

ー
援

助
政

策
は

、
同

国
の

開
発

計
画

と
ど
の

程
度

整
合

性
を

有
し

て
い

る
か

・
 
日

本
の

対
フ

ィ
ジ

ー
援

助
政

策
と

、
同

国
の

開
発

計
画

と
の
間

に
、

ず
れ

は
生

じ
て

い
な

い
か

【
地

域
】

1.
1
 
地

域
共
同

体
が

重
視

し
て

き
た

主
要
社

会
経

済
指

標
項

目
1.
2
 
大

洋
州
地

域
の

開
発

ニ
ー

ズ
に

対
す
る

認
識

と
重

点
の

変
化

1.
3
 
大

洋
州
地

域
開

発
枠

組
か

ら
外

れ
た
援

助
政

策
の

有
無

と
そ

の
割

合
【
フ

ィ
ジ

ー
】

1.
4
 
フ

ィ
ジ
ー

政
府

が
重

視
し

て
き

た
主
要

社
会

経
済

指
標

項
目

1.
5
 
フ

ィ
ジ
ー

の
開

発
ニ

ー
ズ
に

対
す

る
認

識
と

重
点

の
変

化
1.
6
 
フ

ィ
ジ
ー

の
国

家
開

発
計

画
か

ら
外
れ

た
援

助
政

策
の

有
無

と
そ

の
割

合

【
地

域
】

・
 
日

本
の

大
洋

州
地

域
へ

の
援

助
政

策
は

、
他

ド
ナ

ー
の

支
援
内

容
と

ど
の

様
に

補
完

し
合

っ
て

い
る

か
。

・
 
大

洋
州

地
域

援
助

に
お

い
て

、
ド

ナ
ー

間
の

競
合
・

緊
張

関
係

は
発

生
し

て
い

る
か

。
・
日

本
の

大
洋

州
地

域
へ

の
援

助
政

策
は

、
日

本
の

信
託

基
金

を
持

つ
ド

ナ
ー

の
政

策
と

の
整

合
性

は
取

れ
て

い
る

か
【
フ

ィ
ジ

ー
】

・
 
日

本
の

フ
ィ

ジ
ー

へ
の

援
助

政
策

は
、

他
ド

ナ
ー
の

支
援

内
容

と
ど

の
様

に
補

完
し

合
っ

て
い

る
か
。

・
 
フ

ィ
ジ

ー
に

お
い

て
ド

ナ
ー

間
の

競
合

・
緊

張
関

係
は

発
生
し

て
い

る
か

。
・
日

本
の

フ
ィ

ジ
ー

へ
の

援
助

政
策

は
、

日
本

の
信

託
基

金
を

持
つ

ド
ナ

ー
の

政
策

と
の

整
合

性
は

取
れ

て
い

る
か

4.
1
 
他

ド
ナ
ー

の
支

援
内

容
と
日

本
の

対
大

洋
州

援
助

政
策

に
お

け
る

優
先

事
項

の
一

致
度

合
い

4.
2
 
他

ド
ナ
ー

の
支

援
内

容
と
日

本
の

対
大

洋
州

援
助

政
策

の
調

和
・

有
効

性
を

阻
害

す
る

支
援

の
空
白

の
有

無
4.
3
 
大

洋
州
地

域
に

お
け

る
他
ド

ナ
ー

と
日

本
の

競
合

・
緊

張
関

係
の

有
無

4.
4
 
大

洋
州
地

域
に

お
け

る
日

本
の

信
託
基

金
に

よ
る

支
援

を
行

っ
て

い
る

ド
ナ

ー
の

援
助

政
策

と
の
一

致
度

合
い

4.
5
 
他

ド
ナ
ー

の
支

援
内

容
と
日

本
の

対
フ

ィ
ジ

ー
援

助
政

策
に

お
け

る
優

先
事

項
の

一
致

度
合

い
4.
6
 
他

ド
ナ
ー

の
支

援
内

容
と
日

本
の

対
フ

ィ
ジ

ー
援

助
政

策
の

調
和

・
有

効
性

を
阻

害
す

る
支

援
の
空

白
の

有
無

4.
7
 
フ

ィ
ジ
ー

に
お

け
る

他
ド

ナ
ー

と
日
本

の
競

合
・

緊
張

関
係

の
有

無
4.
8
 
フ

ィ
ジ
ー

に
お

け
る

日
本
の

信
託

基
金

に
よ

る
支

援
を

行
っ

て
い

る
ド

ナ
ー

の
援

助
政

策
と

の
一
致

度
合

い



2-10 

 評
価

視
点

評
価
項

目
（
評

価
設

問
）

主
な
評

価
設

問
評

価
指

標
情
報

収
集

方
法

／
収

集
源

【
目

的
の

達
成
度

合
い
】

1
.
 
対
太

平
洋
島

嶼
国

援
助

政
策
と

そ
の
実

施
は

、
　

 
日
本

の
対

太
平

洋
島
嶼

国
援
助

の
目
的

に
対

し
て

有
効
で

　
 
あ
っ

た
か

・
 
支
援

は
、
「

よ
り
強

く
繁

栄
し

た
太
平

洋
地
域

」
の

達
成

（
政
治

的
安
定

と
自
立

的
発
展

）
に

ど
の

程
度
効

果
的

で
あ

っ
た
か

1
.
1 
民

主
化
定

着
の
進

展
度
合

い
1
.
2 
地

域
の
社

会
経
済

指
標
の

改
善

度
合

い
1
.
3 
自

助
努
力

を
推
進

す
る
た

め
の

地
域

・
国
レ

ベ
ル
の

取
組
の

進
捗

度
合

い
1
.
4 
社

会
・
経

済
・
環

境
面

の
脆

弱
性

軽
減

の
度

合
い

【
文

献
調
査

】
援
助

機
関
・

地
域

機
関

報
告
書

及
び
統

計
書
等

【
ヒ

ア
リ
ン

グ
調

査
】

外
務

省
・
J
I
C
A
・

JB
I
C
関

係
部

署
、
P
I
F
事

務
局

、
現
地

O
D
A

タ
ス

ク
フ
ォ

ー
ス

、
ド

ナ
ー
関

係
者
等

【
外

交
上

の
目
的

の
達
成

度
合

い
】

3
.
 
対
太

平
洋
島

嶼
国

及
び

フ
ィ
ジ

ー
援
助

政
策

と
そ

の
実
施

は
、

日
本

と
当
該

地
域
・

国
の

友
好

関
係
の

進
展
、

外
交
関

係
の

更
な
る

促
進
に

対
し
て

有
効

で
あ

っ
た
か

・
支
援

は
、

日
本

と
太
平

洋
島
嶼

国
の
友

好
関

係
の

進
展
、

外
交
関

係
の

更
な

る
促
進

に
ど
の

程
度
有

効
で

あ
っ

た
か

・
支
援

は
、

日
本

と
フ
ィ

ジ
ー
の

友
好
関

係
の

進
展

、
外
交

関
係
の

更
な

る
促

進
に
ど

の
程
度

有
効
で

あ
っ
た

か
・

草
の

根
の

支
援

は
、
現

地
の
人

々
に
ど

の
程

度
高

く
評
価

さ
れ
て

い
る
か

3
.
1 
研

修
員
等

受
入
・

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

派
遣

等
に

よ
る
人

的
交
流

実
績

3
.
2 
当

該
地
域

・
国
の

要
人
往

来
実
績

及
び

内
容

3
.
3 
地

域
共
同

体
関
係

者
・
フ

ィ
ジ

ー
政

府
関
係

者
・
日

本
の
援

助
に

対
す

る
認
知

度
、
評

価
3
.
4 
援

助
裨
益

者
（
住

民
）
の

日
本

の
草

の
根
援

助
に
対

す
る
認

知
度

・
評

価
、
及

び
高
く

評
価
さ

れ
た
事

例

【
文

献
調
査

】
要
人

往
来
記

録
及

び
会

談
議
事

録
等
、

研
修
員

受
入

・
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
派

遣
実

績
等

【
ヒ

ア
リ
ン

グ
調

査
】

外
務

省
・
J
I
C
A
・

JB
I
C
関

係
部

署
、
現

地
O
DA
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス
、

日
本

人
専

門
家

・
J
O
C
V/
S
V
、

PI
F
事

務
局
、

フ
ィ

ジ
ー
政

府
省

庁
、

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

裨
益
者

等

結 果 の 有 効 性

【
重

点
セ

ク
タ
ー

目
標

の
克

服
度

合
い

】
2
.
 
対
フ

ィ
ジ

ー
援

助
政
策

と
そ
の

実
施
は

、
　

 
日
本

の
対

フ
ィ

ジ
ー

援
助

政
策

の
目
標

実
現

　
 
に
有

効
で

あ
っ

た
か

・
日
本

の
O
D
A（

マ
ル
チ

の
日

本
信

託
基
金

を
含
む

）
は

、
適

切
な
タ

イ
ミ
ン

グ
で
十

分
な

投
入

が
行
わ

れ
た
か

（
イ

ン
プ

ッ
ト
）

・
対
大

洋
州

地
域

援
助
重

点
課
題

な
ら
び

に
対

フ
ィ

ジ
ー
援

助
重
点

分
野

に
沿

っ
て
形

成
さ
れ

た
個
々

の
案

件
は

、
目

的
と

し
て
設

定
さ
れ

た
十
分

な
結

果
（

ア
ウ
ト

プ
ッ
ト

）
を
出

し
て

い
る

か
・

日
本

の
O
D
Aは

、
当
初

設
定

さ
れ

た
目
標

に
つ
い

て
ど
の

程
度

達
成

さ
れ
た

の
か
、

ま
た

ど
の

程
度
達

成
さ
れ

る
見

込
み

が
あ
る

の
か

（
ア

ウ
ト

カ
ム

）

【
全
体

】
2
.
1 
M
D
G
s
の
各

指
標
の

推
移

2
.
2 
当

該
国
の

開
発
予

算
に
占

め
る

日
本

の
援
助

投
入
実

績
【

経
済

成
長

】
2
.
3 
（

マ
ル
チ

の
投
入

を
含
む

）
当

該
分

野
へ
の

日
本
の

援
助
実

績
（

イ
ン

プ
ッ
ト

）
2
.
4 
個

々
の
案

件
評
価

結
果
・

関
係

者
ヒ

ア
リ
ン

グ
か
ら

抽
出
さ

れ
る

目
標

（
ア
ウ

ト
プ
ッ

ト
）
の

達
成
度

合
い

2
.
5 
マ

ク
ロ
経

済
指
標

（
経
済

成
長

率
等

）
の
改

善
度
合

い
、
社

会
・

経
済

イ
ン
フ

ラ
整
備

の
進
展

度
合
い

、
貿
易

・
投
資

促
進
の

度
合

い
、

当
該
国

漁
獲
量

・
日
本

へ
の

輸
出

量
の
推

移
等
の

成
果

【
持
続

可
能

な
開

発
】

2
.
6 
（

マ
ル
チ

の
投
入

を
含
む

）
当

該
分

野
へ
の

日
本
の

援
助
実

績
（

イ
ン

プ
ッ
ト

）
2
.
7 
個

々
の
案

件
評
価

結
果
、

関
係

者
ヒ

ア
リ
ン

グ
か
ら

抽
出
さ

れ
る

目
標

（
ア
プ

ト
プ
ッ

ト
）
の

達
成
度

合
い

2
.
8 
教

育
の
質

及
び
量

的
改
善

の
度

合
い

、
廃
棄

物
処
理

シ
ス
テ

ム
の

改
善

度
合
い

、
医
療

サ
ー
ビ

ス
へ
の

ア
ク
セ

ス
率
改

善
度
合

い
等

の
成

果
2
.
9 
広

域
案
件

（
遠
隔

教
育
、

感
染

症
対

策
、
廃

棄
物
処

理
）
に

お
け

る
連

携
の
グ

ッ
ド
プ

ラ
ク

テ
ィ
ス

【
良
い

統
治
】

2
.
10
 
（

マ
ル

チ
の

投
入

を
含
む

）
当
該

分
野
へ

の
日

本
の

援
助
実

績
（
イ

ン
プ
ッ

ト
）

2
.
11
 
個

々
の

案
件

評
価

結
果
、

関
係
者

ヒ
ア
リ

ン
グ

か
ら

抽
出
さ

れ
る
目

標
（
ア

プ
ト
プ

ッ
ト

）
の

達
成
度

合
い

2
.
12
 
ガ

バ
ナ

ン
ス

指
標

の
改
善

度
合
い

、
法
制

度
整

備
の

進
捗
度

合
い
、

公
共
部

門
人
材

育
成

の
進

捗
度
合

い
等
の

成
果

【
安
全

確
保

】
2
.
13
 
（

マ
ル

チ
の

投
入

を
含
む

）
当
該

分
野
へ

の
日

本
の

援
助
実

績
（
イ

ン
プ
ッ

ト
）

2
.
14
 
個

々
の

案
件

評
価

結
果
、

関
係
者

ヒ
ア
リ

ン
グ

か
ら

抽
出
さ

れ
る
目

標
（
ア

プ
ト
プ

ッ
ト

）
の

達
成
度

合
い

2
.
15
 
防

災
へ

の
取

組
実

績
及
び

災
害
に

対
す
る

脆
弱
性

の
軽

減
度

合
い
等

の
成
果

【
人
と

人
と
の

交
流
】

2
.
16
 
青

年
交

流
等

の
派

遣
・
受

入
実
績

（
狭
義

）
、

JO
C
V
/
S
V派

遣
実
績

（
広

義
）

、
そ
の

他
当
該

分
野
へ

の
日
本

の
援
助

実
績

（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
2
.
17
 
個

々
の

案
件

評
価

結
果
、

関
係
者

ヒ
ア
リ

ン
グ

・
評

価
か
ら

抽
出
さ

れ
る
目

標
（

ア
プ

ト
プ
ッ

ト
）
の

達
成
度

合
い

2
.
18
 
人

的
交

流
（

青
年

交
流
・

J
O
C
V/
S
V
派

遣
を

含
む
）

及
び
文

化
交
流

に
よ

る
友

好
関
係

維
持
・

向
上
の

度
合
い

等
の
成

果

【
文

献
調
査

】
個
別

案
件
報

告
書

、
各

種
評
価

報
告
書

、
フ
ィ

ジ
ー
政

府
統

計
書

、
国
際

機
関
統

計
書

・
報

告
書

【
ヒ

ア
リ
ン

グ
調

査
】

現
地

O
D
A
タ
ス

ク
フ
ォ

ー
ス
、

日
本

人
専

門
家
・

J
O
C
V/
S
V
、

フ
ィ

ジ
ー
政

府
省

庁
、

ド
ナ
ー

関
係
者

、
N
GO
、

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

裨
益
者

等



2-11 

 評
価
視
点

評
価
項
目
（

評
価

設
問
）

主
な
評
価
設

問
評
価
指
標

情
報

収
集
方
法

／
収
集

源

【
実
施
プ

ロ
セ
ス

の
合
理
性

・
充
実

度
合
い
】

2.
 対

フ
ィ
ジ
ー
援

助
計
画

は
、
適
切

な
プ
ロ

セ
　
 ス

に
よ
り
実
施

さ
れ
た

か

・
 本

省
と
在
外
公

館
の
分

業
体
制
（

権
限
、

役
割
分

担
、
人
員

配
置
等

）
は
妥
当

で
あ
っ

た
か
。

・
 支

援
の
実
施
過

程
を
把

握
す
る
シ

ス
テ
ム

は
構
築
さ

れ
て
い

た
か
。

・
 支

援
は
、
相
手

国
政
府

の
関
係
者

と
の
十

分
な
意

見
交
換

と
理
解
を

も
っ
て
実

施
さ
れ

て
い
た
か

。
・
 フ

ィ
ジ
ー
側
の

主
体
性

が
確
保
さ

れ
た
形

で
案
件
の

形
成
、

選
択
が

行
わ
れ
て

き
た
か

。

2
.1
 政

策
を
案
件

と
し
て
形

成
す
る

過
程
の
明

確
さ

2
.2
 各

案
件
の
実

施
に
お
け

る
関
係

者
の

意
見

交
換
・

案
件
内
容

の
周
知

の
度
合

い
2
.3
 両

国
の
関
係
者

間
の
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ

ン
の
良

好
さ
の
度

合
い

2
.4
 相

手
国
の
オ

ー
ナ
ー
シ

ッ
プ
の

高
さ

2
.5
 ス

キ
ー
ム
間

の
連
携

2
.6
 広

域
案
件
の

グ
ッ
ド
プ

ラ
ク
テ

ィ
ス

事
例

【
文
献

調
査
】

個
別
案

件
報
告

書
、
各
種

評
価
報

告
書
、

フ
ィ
ジ

ー
政
府
統

計
書
、

国
際
機

関
報
告
書

【
ヒ
ア

リ
ン
グ

調
査
】

外
務
省

・
JI
CA

・
JB
IC
関

係
部
署

、
現
地
O
DA
タ
ス
ク

フ
ォ
ー

ス
、
日

本
人
専
門

家
・

JO
CV
/S
V、

フ
ィ
ジ
ー

政
府

省
庁
、

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
裨

益
者

、
他
ド
ナ
ー

関
係
者

等

【
モ
ニ
タ

リ
ン
グ

・
評
価
プ

ロ
セ
ス

の
合
理
性

・
充
実

度
合

い
】

3.
 対

フ
ィ
ジ
ー
援

助
計
画

実
施

に
お

い
て
、

各
案
件
の

モ
ニ
タ

リ
ン
グ
、

評
価
、

フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク

の
プ
ロ
セ

ス
は
適

切
に
行

わ
れ
て
い

た
か

・
案
件
の

モ
ニ
タ

リ
ン
グ
・

評
価
・

フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク

の
シ
ス
テ

ム
は
適

切
に
構

築
さ
れ
て

い
た
か

。
・
案
件
の

モ
ニ
タ

リ
ン
グ
・

評
価
・

フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク

は
、
適

切
に
実
施

さ
れ
て

い
た
か
。

・
実
施
さ

れ
た
モ

ニ
タ
リ
ン

グ
・
評

価
の
結

果
は
、
関

係
者
間

で
適
切
に

共
有
さ

れ
、
実
施

計
画
の

更
な

る
改
善
・

案
件
の

フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ

に
役
立
た

さ
れ
て

き
た
か

。

3
.1
 各

ス
キ
ー
ム

・
案
件
ご

と
の
モ

ニ
タ
リ
ン

グ
・
評

価
・
フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク
の

シ
ス
テ
ム

の
有
無

3
.2
 各

ス
キ
ー
ム

・
案
件
ご

と
の
モ

ニ
タ
リ
ン

グ
・
評

価
の
実

施
実
績

3
.3
 実

施
さ
れ
た

モ
ニ
タ
リ

ン
グ
・

評
価
の
結

果
を
踏

ま
え
た
実

施
計
画

の
見
直

し
、
フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ
プ
の

実
績

【
文
献

調
査
】

個
別
案

件
報
告

書
、
各
種

評
価
報

告
書
等

【
ヒ
ア

リ
ン
グ

調
査
】

現
地
OD

Aタ
ス
ク

フ
ォ
ー

ス
、
日
本

人
専
門

家
・
JO
C
V/
SV
、

フ
ィ
ジ

ー
政
府
省

庁
、
他

ド
ナ
ー

関
係
者
等

【
他
ド
ナ

ー
と
の

連
携
プ
ロ

セ
ス
の

合
理
性
・

充
実
度

合
い
】

4.
 対

フ
ィ
ジ
ー
援

助
計
画

策
定

・
実

施
に
お

い
て
、
他

ド
ナ
ー

と
の
連
携

は
適
切

な
プ
ロ
セ

ス
に
よ

り
実
施
さ

れ
た
か

・
政
策
策

定
プ
ロ

セ
ス
に
お

い
て
他

ド
ナ
ー
と

の
連
携

に
よ
る

ど
の
よ
う

に
行
わ

れ
、
そ
れ

が
日
本

の
援

助
を
効
果

的
、
効

率
的
に
実

施
す
る

上
で
ど
の

程
度
適

切
で
あ
っ

た
か
。

・
案
件
形

成
、
実

施
プ
ロ
セ

ス
に
お

い
て
他
ド

ナ
ー
と

の
連
携

に
よ
る
ど

の
よ
う

に
行
わ
れ

、
そ
れ

が
日

本
の
援
助

を
効
果

的
、
効
率

的
に
実

施
す
る

上
で
ど
の

程
度
適

切
で
あ
っ

た
か
。

4
.1
 政

策
立
案
・

案
件
形
成

・
実
施

す
る
過
程

に
お
け

る
他
ド

ナ
ー
（
日

本
信
託

基
金
を
持

つ
ド

ナ
ー
を
含

む
）
と

の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

の
度
合
い

4
.2
 各

案
件
の
実

施
に
お
け

る
他
ド

ナ
ー
と
の

意
見
交

換
・
案

件
内
容
の

周
知
の

度
合
い

4
.3
 案

件
実
施
段
階

に
お
け

る
他
ド

ナ
ー

と
の

連
携
・

協
調
性
の

度
合
い

4
.4
 連

携
の
グ
ッ
ド

プ
ラ
ク

テ
ィ
ス

【
文
献

調
査
】

個
別
案

件
報
告

書
、
各
種

評
価
報

告
書
、

フ
ィ
ジ

ー
政
府
統

計
書
、

国
際
機

関
報
告
書

【
ヒ
ア

リ
ン
グ

調
査
】

ド
ナ
ー

関
係
者

、
現
地
O
DA
タ
ス
ク

フ
ォ
ー

ス
、
日
本

人
専

門
家
・

JO
CV
/S
V
、
フ
ィ

ジ
ー
政
府

省
庁
等

【
NG
O/
市

民
社
会

と
の
連
携

プ
ロ
セ

ス
の
合

理
性
・
充

実
度
合

い
】

5.
 対

フ
ィ
ジ
ー
援

助
計
画

実
施

に
お

い
て
、

NG
O/
市

民
社
会
と

の
連
携
は

適
切
な

プ
ロ
セ
ス

に
よ
り

実
施
さ

れ
た
か

・
政
策
策

定
プ
ロ

セ
ス
に
お

い
て
NG

O/
市
民
社

会
と
の

連
携
に

よ
る
ど
の

よ
う
に

行
わ
れ
、

そ
れ
が

日
本

の
援
助
を

効
果
的

、
効
率
的

に
実
施

す
る
上
で

ど
の
程

度
適
切

で
あ
っ
た

か
。

・
案
件
形

成
、
実

施
プ
ロ
セ

ス
に
お

い
て
NG

O/
市
民
社

会
と
の

連
携
に
よ

る
ど
の

よ
う
に
行

わ
れ
、

そ
れ

が
日
本
の

援
助
を

効
果
的
、

効
率
的

に
実
施
す

る
上
で

ど
の
程

度
適
切
で

あ
っ
た

か
。

5
.1
 政

策
を
立
案

す
る
過
程

に
お
け

る
NG
O/
市

民
社
会

と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン

の
度
合

い
5
.2
 政

策
を
案
件

と
し
て
形

成
す
る

過
程
に
お

け
る

NG
O/
市
民
社

会
と
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の

度
合
い

5
.3
 各

案
件
の
実

施
に
お
け

る
NG
O/

市
民
社
会

と
の
意

見
交
換
・

案
件
内

容
の
周

知
の
度
合

い
5
.4
 案

件
実
施
段
階

に
お
け

る
NG
O/

市
民
社
会

と
の
連

携
・
協

調
性
の
度

合
い

5
.5
 連

携
の
グ
ッ
ド

プ
ラ
ク

テ
ィ
ス

【
文
献

調
査
】

個
別
案

件
報
告

書
、
各
種

評
価
報

告
書
、

フ
ィ
ジ

ー
政
府
統

計
書
、

国
際
機

関
報
告
書

【
ヒ
ア

リ
ン
グ

調
査
】

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

裨
益
者
、

NG
O
、
市

民
社
会

指
導
者
、

現
地

OD
Aタ

ス
ク
フ
ォ

ー
ス
、

日
本
人
専

門
家
・

JO
CV
/S
V
、
フ
ィ

ジ
ー
政

府
省
庁

、
ド
ナ
ー

関
係
者

等

【
策
定
プ

ロ
セ
ス

の
合
理
性

・
充
実

度
合
い
】

1.
 相

手
国
・
地
域

へ
の
援

助
計
画
は

、
適
切

な
プ
ロ
セ

ス
に

  
 よ

り
策
定
さ
れ

た
か

プ ロ セ ス の 適 切 性

【
文
献

調
査
】

各
種
評

価
報
告

書
、
関
係

者
の
ミ

ー
テ
ィ
ン

グ
議
事

録
、
政

策
協
議

議
事
録

等
【
ヒ
ア

リ
ン
グ

調
査
】

外
務
省

・
JI
CA

・
JB
IC
関

係
部
署

、
現
地
O
DA
タ
ス
ク

フ
ォ
ー

ス
、
フ

ィ
ジ
ー
政

府
省
庁

、
PI
F事

務
局
、
他

ド
ナ
ー
関

係
者
等

【
地
域

】
・
大
洋
州

地
域
へ

の
援
助
計

画
は
、

関
係
者
の

十
分
な

情
報
と

分
析
を
踏

ま
え
策

定
さ
れ
た

か
。

・
大
洋
州

地
域
へ

の
援
助
計

画
は
、

関
係
者
の

十
分
な

合
意
と

理
解
の
も

と
策
定

さ
れ
た
か

。
・
大
洋
州

地
域
へ

の
援
助
計

画
は
、

適
切
な
意

志
決
定

プ
ロ
セ

ス
に
従
っ

て
策
定

さ
れ
た
か

。
【
広
域
案

件
】

・
広
域
案

件
実
施

計
画
は
、

関
係
者

の
十
分
な

情
報
と

分
析
を

踏
ま
え
策

定
さ
れ

た
か
。

・
広
域
案

件
実
施

計
画
は
、

関
係
者

の
十
分
な

合
意
と

理
解
の

も
と
策
定

さ
れ
た

か
。

・
広
域
案

件
実
施

計
画
は
、

適
切
な

意
志
決
定

プ
ロ
セ

ス
に
従

っ
て
策
定

さ
れ
た

か
。

【
フ
ィ
ジ

ー
】

・
フ
ィ
ジ

ー
へ
の

援
助
計
画

は
、
関

係
者
の
十

分
な
情

報
と
分

析
を
踏
ま

え
策
定

さ
れ
た
か

。
・
フ
ィ
ジ

ー
へ
の

援
助
計
画

は
、
関

係
者
の
十

分
な
合

意
と
理

解
の
も
と

策
定
さ

れ
た
か
。

・
フ
ィ
ジ

ー
へ
の

援
助
計
画

は
、
適

切
な
意

志
決
定

プ
ロ
セ
ス

に
従
っ
て

策
定
さ

れ
た
か
。

【
地
域

】
1
.1
 計

画
策
定
ま

で
の
収
集

・
分
析

の
方
法
と

情
報
の

質
と
量

1
.2
 計

画
策
定
ま

で
の
関
係

者
間
の

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン
の
方

法
・
良

好
さ
の

度
合
い

1
.3
 計

画
策
定
に

お
け
る
実

施
体
制

の
妥
当
性

お
よ
び

そ
の
充
実

度
合
い

【
広
域
案

件
】

1
.4
 計

画
策
定
ま

で
に
収
集

・
分
析

さ
れ
た
情

報
の
質

と
量

1
.5
 計

画
策
定
ま

で
の
関
係

者
間
の

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン

の
良

好
さ
の

度
合
い

1
.6
 計

画
策
定
に

お
け
る
実

施
体
制

の
妥
当
性

お
よ
び

充
実
度
合

い
【

フ
ィ
ジ

ー
】

1
.7
 計

画
策
定
ま

で
に
収
集

・
分
析

さ
れ
た
情

報
の
質

と
量

1
.8
 計

画
策
定
ま

で
の
関
係

者
間
の

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン

の
良

好
さ
の

度
合
い

1
.9
 計

画
策
定
に

お
け
る
実

施
体
制

の
妥
当
性

お
よ
び

充
実
度
合

い



2-12 

 表
2
-
2
　

評
価

の
枠

組
み

（
ソ

ロ
モ

ン
）

評
価

対
象

：
ソ

ロ
モ

ン
へ

の
援

助
政

策
評
価
視
点

評
価
項
目
（

評
価
設

問
）

主
な
評
価
設
問

評
価
指
標

情
報
収
集
方
法

／
収
集

源

【
日
本
の

上
位
政
策

と
の
整

合
性
】

2
. 
上
位
目

標
で
あ

る
OD
A大

綱
、
中
期

政
策
、

及
び
対
大

洋
州

地
域
政
策

と
整
合
性

を
有
し

て
い
る
か

・
 日

本
の

対
太
平
洋

島
嶼
国

援
助
政
策

は
、
OD

A大
綱

、
中
期
政
策

、
及
び

対
大
洋
州

地
域
政

策
と
ど
の

程
度
整
合
性

を
有
し

て
い
る
か

・
 日

本
の

対
太
平
洋

島
嶼
国

援
助
政
策

と
、
OD

A大
綱

、
中
期
政
策

、
及
び

対
大
洋
州

地
域
政

策
と
の
間

に
、
ず
れ
は

生
じ
て

い
な
い
か

2.
1 

OD
A大

綱
、
OD
A中

期
政
策
、

及
び
対

大
洋
州
地

域
政
策
の

理
念
・

原
則
や
重

点
課
題

と
太
平
洋

島
嶼
国

援
助
政

策
の
内

容
の
一
致

度
合
い

2.
2 

OD
A大

綱
、
OD
A中

期
政
策
、

及
び
対

大
洋
州
地

域
政
策
の

理
念
・

原
則
や
重

点
課
題

か
ら
外
れ

た
太

平
洋
島
嶼

国
援
助
政

策
の
有

無
と
そ
の

割
合

【
文

献
調
査
】

OD
A大

綱
、
OD

A中
期
政

策
、
OD
A
白

書
に
示

さ
れ
る
大

洋
州

地
域

に
対
す
る

援
助
方

針
、
「
沖

縄
パ
ー
ト

ナ
ー
シ

ッ
プ
」

、
「
沖
縄

イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ

」
等
の
政

策
文
書

、
政
策

協
議
文

書
【
ヒ

ア
リ
ン
グ

調
査
】

外
務
省

関
係
部

署
、
有

識
者
等

【
国
際
的

な
優
先
課

題
と
の

整
合
性
】

3
. 
国
際
的

な
優
先

課
題
へ
の

対
応
と

整
合
性
を

有
し
て

い
る
か

・
 国

際
的

な
優
先
課

題
へ
の

対
応
と
日

本
の
援

助
政
策
と

は
ど
の

程
度
整
合

性
を
有

し
て
い
る

か
3.
1 

国
際
的
な

優
先
課

題
と
太
平

洋
島
嶼

国
援
助
政

策
に
お
け

る
優
先

事
項
の
一

致
度
合

い
3.
2 

国
際
的
な

優
先
課

題
と
太
平

洋
島
嶼

国
援
助
政

策
に
お
け

る
優
先

事
項
の
不

一
致
・

矛
盾
の
有

無
と

そ
の
割
合

【
文

献
調
査
】

ミ
レ
ニ

ア
ム
開

発
目
標
、

バ
ル
バ

ド
ス
行

動
計
画
、

国
際
機

関
援
助

政
策
文

書
等

【
ヒ

ア
リ
ン
グ

調
査
】

PI
F事

務
局
、

ソ
ロ
モ
ン

政
府
省

庁
、
ド
ナ

ー
関
係
者

等

【
評

価
対

象
地

域
・国

の
開

発
政

策
の

方
向

性
】

5
. 
日

本
の

援
助

政
策

の
今

後
の

方
向

性
と

 地
域

共
同

体
の

開
発

　
 戦

略
の

今
後

の
方

向
性

、
及

び
ソ

ロ
モ

ン
の

開
発

計
画

の
今

後
  
 の

方
向

性
は

、
一

致
し

た
見

解
を

持
っ

て
い

る
か

【
地
域

】
・

 日
本
の

対
大
洋
州

地
域
援

助
政
策
の

今
後
の

方
向
性

は
、
同
地

域
の
地
域

開
発
戦

略
の
今
後

の
方
向

性
と
ど
の
程

度
一
致

し
て
い
る

か
・

 日
本
の

対
大
洋
州

地
域
援

助
政
策
の

今
後
の

方
向
性

と
、
同
地

域
の
地
域

開
発
戦

略
の
今
後

の
方
向

性
と
の
間
に

、
ず
れ

は
生
じ
て

い
な
い

か
【

ソ
ロ
モ
ン

】
・

 日
本
の

対
ソ
ロ
モ

ン
援
助

政
策
の
今

後
の
方

向
性

は
、

同
国
の

開
発
計
画

の
今
後

の
方
向
性

と
ど
の

程
度
一
致
し

て
い
る

か
・

 日
本
の

対
ソ
ロ
モ

ン
援
助

政
策
の
今

後
の
方

向
性

と
、

同
国
の

開
発
計
画

の
今
後

の
方
向
性

と
の
間

に
、
ず
れ
は

生
じ
て

い
な
い
か

【
地

域
】

5.
1 

地
域
共
同

体
が
今

後
、
重
点

を
置
く
主

要
社
会

経
済
指
標

項
目

5.
2 

大
洋
州
地

域
の
今

後
の
開
発

ニ
ー
ズ
に

対
す
る

認
識
と
重

点
と
変

化
5.
3 

大
洋
州
地

域
開
発

枠
組
の
今

後
の
開

発
ビ
ジ
ョ

ン
と
今

後
の
援
助

政
策
ビ

ジ
ョ
ン
の

一
致
度
合

い
及

び
齟
齬

の
有
無

【
ソ

ロ
モ
ン
】

5.
4 

ソ
ロ
モ
ン

が
今
後
、

重
点
を

置
く
主

要
社
会
経

済
指
標
項

目
5.
5 

ソ
ロ
モ
ン

の
今
後
の

開
発
ニ

ー
ズ
に
対

す
る
認

識
と
重

点
と
変
化

5.
6 

ソ
ロ
モ
ン

の
今
後
の

開
発
ビ

ジ
ョ
ン
と

今
後
の

援
助
政

策
ビ
ジ
ョ

ン
の
一

致
度
合
い

及
び
齟

齬
の
有

無

【文
献

調
査

】
「パ

シ
フ

ィ
ッ

ク
プ

ラ
ン

」等
の

地
域

開
発

戦
略

、
「2

0ヵ
年

開
発

計
画

（2
00

1-
20

20
）」

、
「戦

略
的

開
発

計
画

（2
0
03

-2
00

5）
（2

00
7-

20
11

）」
等

の
ソ

ロ
モ

ン
開

発
計

画
、

第
5回

P
A

L
M

に
向

け
た

政
策

協
議

、
有

識
者

会
議

議
事

録
等

【ヒ
ア

リ
ン

グ
調

査
】

外
務

省
・J

IC
A

・J
B

IC
関

係
部

署
、

現
地

O
D

A
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

、
ソ

ロ
モ

ン
政

府
省

庁
、

P
IF

事
務

局
等

【
文

献
調
査
】

「
パ

シ
フ
ィ
ッ

ク
プ
ラ
ン

」
等
の

地
域
開

発
戦
略
、

「
国
家

経
済
復

興
改
革

開
発
計
画

(2
00
3
-
20
06
)」

等
の
ソ
ロ

モ
ン

開
発
計

画
【
ヒ

ア
リ
ン
グ

調
査
】

ソ
ロ
モ

ン
政
府

省
庁
、
P
IF
事
務
局

、
外
務

省
・
JI
C
A・

JB
IC

関
係
部
署

等

【
他
ド
ナ

ー
の
支

援
と
の
関

連
性
・
日

本
の
比

較
優
位
性

】
4
. 
大
洋
州

地
域
・

ソ
ロ
モ
ン

へ
の
援

助
政
策
は

　
 他

ド
ナ
ー
の
支

援
内
容

と
調
和
し

て
い
る
か

【
文

献
調
査
】

各
ド

ナ
ー
の
対

太
平
洋
地

域
及
び

ソ
ロ
モ

ン
援
助
方

針
【
ヒ

ア
リ
ン
グ

調
査
】

外
務
省

・
JI
C
A・

JB
IC
関

係
部
署

、
ド
ナ
ー

関
係
者

、
ソ
ロ

モ
ン

政
府
省
庁

、
PI
F事

務
局
、
現

地
OD
Aタ

ス
ク
フ

ォ
ー
ス

等

【
地
域

】
・

 日
本
の

対
大
洋
州

地
域
援

助
政
策
は

、
同
地

域
の

地
域

開
発
戦

略
と
ど
の

程
度
整

合
性
を
有

し
て
い

る
か

・
 日

本
の

対
大
洋
州

地
域
援

助
政
策
と

、
同
地

域
の

地
域

開
発
戦

略
と
の
間

に
、
ず

れ
は
生
じ

て
い
な

い
か

【
ソ
ロ
モ
ン

】
・

 日
本
の

対
ソ
ロ
モ

ン
援
助

政
策
は
、

同
国
の

開
発
計
画

と
ど
の

程
度
整
合

性
を
有

し
て
い
る

か
・

 日
本
の

対
ソ
ロ
モ

ン
援
助

政
策
と
、

同
国
の

開
発
計
画

と
の
間

に
、
ず
れ

は
生
じ

て
い
な
い

か

【
地

域
】

1.
1 

地
域
共
同

体
が
重

視
し
て
き

た
主
要
社

会
経
済

指
標
項
目

1.
2 

大
洋
州
地

域
の
開

発
ニ
ー
ズ

に
対
す

る
認
識
と

重
点
の
変

化
1.
3 

大
洋
州
地

域
開
発

枠
組
か
ら

外
れ
た
援

助
政
策

の
有
無
と

そ
の
割

合
【
ソ

ロ
モ
ン
】

1.
4 

ソ
ロ
モ
ン

政
府
が
重

視
し
て

き
た

主
要
社
会
経

済
指
標
項

目
1.
5 

ソ
ロ
モ
ン

の
開
発
ニ

ー
ズ
に

対
す
る
認

識
と
重

点
の
変

化
1.
6 

ソ
ロ
モ
ン

の
国
家
開

発
計
画

か
ら
外
れ

た
援
助

政
策
の
有

無
と
そ

の
割
合

【
地
域

】
・

 日
本
の

大
洋
州
地

域
へ
の

援
助
政
策

は
、
他

ド
ナ
ー

の
支
援
内

容
と
ど
の

様
に
補

完
し
合
っ

て
い
る

か
。

・
 大

洋
州

地
域
援
助

に
お
い

て
、
ド
ナ

ー
間
の

競
合
・
緊

張
関
係

は
発
生
し

て
い
る

か
。

・
日
本
の
大

洋
州
地

域
へ
の
援

助
政
策

は
、
日
本

の
信
託

基
金
を
持

つ
ド
ナ

ー
の
政
策

と
の
整

合
性
は
取

れ
て
い
る
か

【
ソ
ロ
モ
ン

】
・

 日
本
の

ソ
ロ
モ
ン

へ
の
援

助
政
策
は

、
他
ド

ナ
ー
の
支

援
内
容

と
ど
の
様

に
補
完

し
合
っ
て

い
る

か
。

・
 ソ

ロ
モ

ン
に
お
い

て
ド
ナ

ー
間
の
競

合
・
緊

張
関
係
は

発
生
し

て
い
る
か

。
・

日
本
の
ソ

ロ
モ
ン

へ
の
援
助

政
策
は

、
日
本
の

信
託
基

金
を
持
つ

ド
ナ
ー

の
政
策
と

の
整
合

性
は
取
れ

て
い
る
か

4.
1 

他
ド
ナ
ー

の
支
援
内

容
と
日

本
の
対

大
洋
州
援

助
政
策

に
お
け
る

優
先
事
項

の
一
致

度
合
い

4.
2 

他
ド
ナ
ー

の
支
援
内

容
と
日

本
の
対

大
洋
州
援

助
政
策
の

調
和
・

有
効
性
を

阻
害
す

る
支
援
の

空
白

の
有
無

4.
3 

大
洋
州
地

域
に
お
け

る
他
ド

ナ
ー

と
日

本
の
競

合
・
緊
張

関
係
の

有
無

4.
4 

大
洋
州
地

域
に
お
け

る
日
本

の
信
託
基

金
に
よ

る
支
援
を

行
っ
て

い
る
ド

ナ
ー
の
援

助
政
策
と

の
一

致
度
合
い

4.
5 

他
ド
ナ
ー

の
支
援
内

容
と
日

本
の
対
ソ

ロ
モ
ン

援
助
政

策
に
お
け

る
優
先
事

項
の
一

致
度
合
い

4.
6 

他
ド
ナ
ー

の
支
援
内

容
と
日

本
の
対
ソ

ロ
モ
ン

援
助
政

策
の
調
和

・
有
効
性

を
阻
害

す
る
支

援
の
空

白
の
有
無

4.
7 

ソ
ロ
モ
ン

に
お
け

る
他
ド
ナ

ー
と
日

本
の
競
合

・
緊
張
関

係
の
有

無
4.
8 

ソ
ロ
モ
ン

に
お
け

る
日
本
の

信
託
基

金
に
よ
る

支
援
を
行

っ
て
い

る
ド
ナ
ー

の
援
助

政
策
と

の
一
致
度

合
い

政 策 の 妥 当 性

【
評
価
対

象
地
域
・

国
の
開

発
ニ
ー
ズ

と
の
整

合
性
】

1
. 
 地

域
共
同
体
の

開
発
戦

略
、
ソ
ロ

モ
ン
独

自
　

　
の
開

発
計
画
と

の
整
合

性
を
有
し

て
い
る

か
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 評
価

視
点

評
価

項
目

（
評

価
設

問
）

主
な

評
価

設
問

評
価
指

標
情
報

収
集

方
法

／
収
集

源

【
目

的
の
達

成
度

合
い

】
1
.
 
対

太
平
洋

島
嶼
国

援
助

政
策

と
そ

の
実

施
は

、
　

 
日

本
の
対

太
平
洋

島
嶼

国
援

助
の

目
的

に
対

し
て

有
効

で
　

 
あ

っ
た
か

・
 
支

援
は
、

「
よ

り
強

く
繁
栄

し
た

太
平

洋
地

域
」

の
達

成
（

政
治

的
安

定
と
自

立
的

発
展

）
に

ど
の

程
度

効
果
的

で
あ

っ
た

か

1
.
1
 民

主
化

定
着

の
進

展
度

合
い

1
.
2
 地

域
の

社
会

経
済

指
標

の
改

善
度

合
い

1
.
3
 自

助
努

力
を

推
進

す
る

た
め

の
地

域
・

国
レ

ベ
ル

の
取

組
の
進

捗
度

合
い

1
.
4
 社

会
・

経
済

・
環

境
面

の
脆

弱
性

軽
減

の
度

合
い

【
文

献
調

査
】

援
助

機
関

・
地

域
機

関
報

告
書

及
び

統
計
書

等
【
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

】
外
務

省
・

JI
C
A
・

J
B
IC
関

係
部
署

、
P
I
F
事
務

局
、

現
地

O
D
A

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
、

ド
ナ

ー
関

係
者

等

【
外

交
上
の

目
的

の
達

成
度

合
い

】
3
.
 
対

太
平
洋

島
嶼
国

及
び

ソ
ロ

モ
ン

援
助

政
策

と
そ

の
実

施
は

、
日

本
と

当
該

地
域

・
国

の
友

好
関
係

の
進

展
、

外
交

関
係

の
更

な
る
促

進
に

対
し

て
有

効
で

あ
っ
た

か

・
支

援
は
、

日
本

と
太

平
洋

島
嶼

国
の

友
好

関
係

の
進

展
、
外

交
関

係
の

更
な

る
促

進
に

ど
の

程
度

有
効

で
あ

っ
た
か

・
支

援
は
、

日
本

と
ソ

ロ
モ

ン
の

友
好

関
係

の
進

展
、

外
交
関

係
の

更
な

る
促

進
に

ど
の

程
度

有
効

で
あ

っ
た

か
・

草
の

根
の

支
援

は
、

現
地

の
人

々
に

ど
の

程
度

高
く

評
価
さ

れ
て

い
る

か

3
.
1
 研

修
員

等
受

入
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

派
遣

等
に

よ
る

人
的

交
流
実

績
3
.
2
 当

該
地

域
・

国
の

要
人

往
来

実
績

及
び

内
容

3
.
3
 地

域
共

同
体

関
係

者
・

ソ
ロ

モ
ン

政
府

関
係

者
・

日
本

の
援
助

に
対

す
る

認
知

度
、

評
価

3
.
4
 援

助
裨

益
者

（
住

民
）

の
日

本
の

草
の

根
援

助
に

対
す

る
認
知

度
・

評
価

、
及

び
高

く
評

価
さ

れ
た
事

例

【
文

献
調

査
】

要
人

往
来

記
録

及
び

会
談

議
事
録

等
、

研
修

員
受

入
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

派
遣

実
績

等
【
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

】
外
務

省
・

JI
C
A
・

J
B
IC
関

係
部
署

、
現

地
O
D
A
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

、
日

本
人

専
門

家
・

JO
C
V
/
S
V
、
P
I
F
事

務
局

、
ソ

ロ
モ

ン
政

府
省

庁
、

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
裨

益
者

等

・
日

本
の
O
D
A
（

マ
ル
チ

の
日
本

信
託

基
金

を
含

む
）

は
、

適
切

な
タ

イ
ミ

ン
グ
で

十
分

な
投

入
が

行
わ

れ
た

か
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
・

対
大

洋
州

地
域

援
助

重
点

課
題

な
ら

び
に

対
ソ

ロ
モ

ン
援
助

重
点

分
野

に
沿

っ
て

形
成

さ
れ

た
個

々
の

案
件

は
、
目

的
と

し
て

設
定

さ
れ

た
十

分
な

結
果

（
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト

）
を

出
し

て
い

る
か

・
日

本
の
O
D
A
は

、
当
初

設
定
さ

れ
た

目
標

に
つ

い
て

ど
の

程
度

達
成

さ
れ

た
の
か

、
ま

た
ど

の
程

度
達

成
さ

れ
る
見

込
み

が
あ

る
の

か
（

ア
ウ

ト
カ

ム
）

【
全

体
】

2
.
1
 M
D
G
s
の

各
指

標
の

推
移

2
.
2
 当

該
国

の
開

発
予

算
に

占
め

る
日

本
の

援
助

投
入

実
績

【
経

済
成

長
】

2
.
3
 （

マ
ル

チ
の

投
入

を
含

む
）

当
該

分
野

へ
の

日
本

の
援

助
実
績

（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
2
.
4
 個

々
の

案
件

評
価

結
果

・
関

係
者

ヒ
ア

リ
ン

グ
か

ら
抽

出
さ
れ

る
目

標
（

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

）
の

達
成

度
合

い
2
.
5
 マ

ク
ロ

経
済

指
標

（
経

済
成

長
率

等
）

の
改

善
度
合

い
、

社
会

・
経

済
イ

ン
フ

ラ
整

備
の

進
展

度
合
い

、
貿

易
・

投
資

促
進

の
度

合
い

、
当

該
国

漁
獲

量
・

日
本
へ

の
輸

出
量

の
推

移
、

電
力

供
給

量
の
推

移
等

の
成

果
【

持
続
可

能
な
開

発
】

2
.
6
 （

マ
ル

チ
の

投
入

を
含

む
）

当
該

分
野

へ
の

日
本

の
援

助
実
績

（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
2
.
7
 個

々
の

案
件

評
価

結
果

、
関

係
者

ヒ
ア

リ
ン

グ
か

ら
抽

出
さ
れ

る
目

標
（

ア
プ

ト
プ

ッ
ト

）
の

達
成

度
合

い
2
.
8
 教

育
の

質
及

び
量

的
改

善
の

度
合

い
、

廃
棄

物
処

理
シ

ス
テ
ム

の
改

善
度

合
い

、
医

療
サ

ー
ビ

ス
へ

の
ア

ク
セ
ス

率
改

善
度

合
い

等
の

成
果

2
.
9
 広

域
案

件
（

遠
隔

教
育

、
感

染
症

対
策

、
廃

棄
物
処

理
）

に
お

け
る

連
携

の
グ

ッ
ド

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

【
良
い

統
治

】
2
.
1
0
 （

マ
ル

チ
の

投
入

を
含

む
）
当

該
分

野
へ

の
日

本
の

援
助

実
績

（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
2
.
1
1
 個

々
の

案
件

評
価

結
果

、
関
係

者
ヒ

ア
リ

ン
グ

か
ら

抽
出

さ
れ

る
目

標
（

ア
プ

ト
プ

ッ
ト
）

の
達

成
度
合

い
2
.
1
2
 ガ

バ
ナ

ン
ス

指
標

の
改

善
度
合

い
、

法
制

度
整

備
の

進
捗

度
合

い
、

公
共

部
門
人

材
育

成
の

進
捗

度
合
い

等
の
成

果
【

安
全
確

保
】

2
.
1
3
 （

マ
ル

チ
の

投
入

を
含

む
）
当

該
分

野
へ

の
日

本
の

援
助

実
績

（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
2
.
1
4
 個

々
の

案
件

評
価

結
果

、
関
係

者
ヒ

ア
リ

ン
グ

か
ら

抽
出

さ
れ

る
目

標
（

ア
プ

ト
プ

ッ
ト
）

の
達

成
度
合

い
2
.
1
5
 防

災
へ

の
取

組
実

績
及

び
災
害

に
対

す
る

脆
弱

性
の

軽
減

度
合

い
等

の
成

果
【

人
と

人
と

の
交

流
】

2
.
1
6
 青

年
交

流
等

の
派

遣
・

受
入

実
績

（
狭
義

）
、

J
OC
V
/
S
V
派
遣

実
績

（
広

義
）

、
そ

の
他

当
該

分
野
へ

の
日

本
の

援
助

実
績

（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
2
.
1
7
 個

々
の

案
件

評
価

結
果

、
関
係

者
ヒ

ア
リ

ン
グ

・
評

価
か

ら
抽

出
さ

れ
る

目
標

（
ア

プ
ト
プ

ッ
ト

）
の

達
成

度
合

い
2
.
1
8
 人

的
交

流
（

青
年

交
流

・
J
OC
V
/
S
V
派

遣
を

含
む

）
及

び
文
化

交
流

に
よ

る
友

好
関

係
維

持
・

向
上
の

度
合

い
等

の
成

果

【
文

献
調

査
】

個
別

案
件

報
告

書
、

各
種

評
価
報

告
書

、
ソ
ロ

モ
ン

政
府

統
計

書
、

国
際

機
関

統
計
書

・
報

告
書

【
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

】
現
地

O
D
A
タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
、

日
本

人
専

門
家

・
J
O
CV
/
S
V
、

ソ
ロ

モ
ン

政
府

省
庁

、
ド

ナ
ー

関
係

者
、
N
G
O
、

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

裨
益

者
等

結 果 の 有 効 性

【
重

点
セ
ク

タ
ー

目
標

の
克

服
度

合
い

】
2
.
 
対

ソ
ロ
モ

ン
援

助
政

策
と
そ

の
実

施
は

、
　

 
日

本
の
対

ソ
ロ

モ
ン

援
助
政

策
の

目
標

実
現

　
 
に

有
効
で

あ
っ
た

か



2-14 

 評
価

視
点

評
価
項

目
（
評

価
設

問
）

主
な

評
価

設
問

評
価

指
標

情
報
収

集
方
法

／
収
集

源

【
実
施
プ
ロ
セ
ス
の
合
理
性
・
充
実
度
合
い
】

2
.
 
対
ソ
ロ
モ
ン
援
助
計
画
は
、
適
切
な
プ
ロ
セ

　
 
ス
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
か

・
 本

省
と
在
外
公
館
の
分
業
体
制
（
権
限
、
役
割
分
担

、
人
員
配
置
等
）
は
妥
当
で
あ
っ
た
か
。

・
 支

援
の
実
施
過
程
を
把
握
す
る
シ
ス
テ
ム
は
構
築
さ
れ
て
い
た
か
。

・
 支

援
は
、
相
手
国
政
府
の
関
係
者
と
の
十
分
な
意
見
交
換
と
理
解
を
も
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
た
か
。

・
 ソ

ロ
モ
ン
側
の
主
体
性
が
確
保
さ
れ
た
形
で
案
件
の
形
成
、
選
択
が
行
わ
れ
て
き
た
か
。

2
.
1
 
政
策
を
案
件
と
し
て
形
成
す
る
過
程
の
明
確
さ

2
.
2
 
各
案
件
の
実
施
に
お
け
る
関
係
者
の
意
見
交
換
・
案
件
内
容
の
周
知
の
度
合
い

2
.
3
 
両
国
の
関
係
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
良
好
さ
の
度
合
い

2
.
4
 
相
手
国
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
高
さ

2
.
5
 
ス
キ
ー
ム
間
の
連
携

2
.
6
 
広
域
案
件
の
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
事
例

【
文
献
調
査
】

個
別
案
件
報
告
書
、
各
種
評
価
報
告
書
、

ソ
ロ
モ
ン
政
府
統
計
書
、
国
際
機
関
報
告
書

【
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
】

外
務
省
・
J
IC
A
・
J
B
I
C
関
係
部
署
、
現
地
O
D
Aタ

ス
ク

フ
ォ
ー
ス
、
日
本
人
専
門
家
・
J
O
C
V
/
S
V
、
ソ
ロ
モ
ン
政
府

省
庁
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
裨
益
者
、
他
ド
ナ
ー
関
係
者
等

【
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
プ
ロ
セ
ス
の
合
理
性
・
充
実
度
合

い
】

3
.
 
対
ソ
ロ
モ
ン
援
助
計
画
実
施
に
お
い
て
、
各
案
件
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
、
評
価
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
プ
ロ
セ
ス
は
適
切
に
行

わ
れ
て
い
た
か

・
案
件
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
シ
ス
テ
ム
は
適
切
に
構
築
さ
れ
て
い
た
か
。

・
案
件
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
、
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
た
か
。

・
実
施
さ
れ
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
の
結
果
は
、
関
係
者
間
で
適
切
に
共
有
さ
れ
、
実
施
計
画
の
更
な

る
改
善
・
案
件
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
役
立
た
さ
れ
て
き
た
か
。

3
.
1
 
各
ス
キ
ー
ム
・
案
件
ご
と
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
シ
ス
テ
ム
の
有
無

3
.
2
 
各
ス
キ
ー
ム
・
案
件
ご
と
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
の
実
施
実
績

3
.
3
 
実
施
さ
れ
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
た
実
施
計
画
の
見
直
し
、
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ

の
実
績

【
文
献
調
査
】

個
別
案
件
報
告
書
、
各
種
評
価
報
告
書
等

【
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
】

現
地
O
D
A
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
、
日
本
人
専
門
家
・
J
O
C
V
/
S
V
、

ソ
ロ
モ
ン
政
府
省
庁
、
他
ド
ナ
ー
関
係
者
等

【
他
ド
ナ
ー
と
の
連
携
プ
ロ
セ
ス
の
合
理
性
・
充
実
度
合
い
】

4
.
 
対
ソ
ロ
モ
ン
援
助
計
画
策
定
・
実
施
に
お
い
て
、
他
ド
ナ
ー

と
の
連
携
は
適
切
な
プ
ロ
セ
ス
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
か

・
政
策
策
定
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
他
ド
ナ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
、
そ
れ
が
日
本
の
援

助
を
効
果
的
、
効
率
的
に
実
施
す
る
上
で
ど
の
程
度
適
切
で
あ
っ
た
か
。

・
案
件
形
成
、
実
施
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
他
ド
ナ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
、
そ
れ
が
日

本
の
援
助
を
効
果
的
、
効
率
的
に
実
施
す
る
上
で
ど
の
程
度
適
切
で
あ
っ
た
か
。

4
.
1
 
政
策
立
案
・
案
件
形
成
・
実
施
す
る
過
程
に
お
け
る
他
ド
ナ
ー
（
日
本
信
託
基
金
を
持
つ
ド

ナ
ー
を
含
む
）
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
度
合
い

4
.
2
 
各
案
件
の
実
施
に
お
け
る
他
ド
ナ
ー
と
の
意
見
交
換
・
案
件
内
容
の
周
知
の
度
合
い

4
.
3
 
案
件
実
施
段
階
に
お
け
る
他
ド
ナ
ー
と
の
連
携
・
協
調
性
の
度
合
い

4
.
4
 
連
携
の
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

【
文
献
調
査
】

個
別
案
件
報
告
書
、
各
種
評
価
報
告
書
、

ソ
ロ
モ
ン
政
府
統
計
書
、
国
際
機
関
報
告
書

【
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
】

ド
ナ
ー
関
係
者
、
現
地
O
D
A
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
、
日
本
人
専

門
家
・
J
O
CV
/
S
V
、
ソ
ロ
モ
ン
政
府
省
庁
等

【
N
G
O
/
市
民
社
会
と
の
連
携
プ
ロ
セ
ス
の
合
理
性
・
充
実
度
合

い
】

5
.
 
対
ソ
ロ
モ
ン
援
助
計
画
実
施
に
お
い
て
、
N
G
O
/
市
民
社
会
と

の
連
携
は
適
切
な
プ
ロ
セ
ス
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
か

・
政
策
策
定
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
N
GO
/
市
民
社
会
と
の
連
携
に
よ
る
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
、
そ
れ
が
日
本

の
援
助
を
効
果
的
、
効
率
的
に
実
施
す
る
上
で
ど
の
程
度
適
切
で
あ
っ
た
か
。

・
案
件
形
成
、
実
施
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
N
G
O
/
市
民
社
会
と
の
連
携
に
よ
る
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
、
そ
れ

が
日
本
の
援
助
を
効
果
的
、
効
率
的
に
実
施
す
る
上
で
ど
の
程
度
適
切
で
あ
っ
た
か
。

5
.
1
 
政
策
を
立
案
す
る
過
程
に
お
け
る
N
G
O
/
市
民
社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
度
合
い

5
.
2
 
政
策
を
案
件
と
し
て
形
成
す
る
過
程
に
お
け
る
N
G
O
/
市
民
社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

度
合
い

5
.
3
 
各
案
件
の
実
施
に
お
け
る
N
GO
/
市
民
社
会
と
の
意
見
交
換
・
案
件
内
容
の
周
知
の
度
合
い

5
.
4
 
案
件
実
施
段
階
に
お
け
る
N
GO
/
市
民
社
会
と
の
連
携
・
協
調
性
の
度
合
い

5
.
5
 
連
携
の
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

【
文
献
調
査
】

個
別
案
件
報
告
書
、
各
種
評
価
報
告
書
、

ソ
ロ
モ
ン
政
府
統
計
書
、
国
際
機
関
報
告
書

【
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
】

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
裨
益
者
、
N
GO
、
市
民
社
会
指
導
者
、
現
地

O
D
A
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
、
日
本
人
専
門
家
・
J
OC
V
/
S
V
、
ソ
ロ

モ
ン
政
府
省
庁
、
ド
ナ
ー
関
係
者
等

【
文
献
調
査
】

各
種
評
価
報
告
書
、
関
係
者
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
議
事
録
、
政

策
協
議
議
事
録
等

【
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
】

外
務
省
・
J
IC
A
・
J
B
I
C
関
係
部
署
、
現
地
O
D
Aタ

ス
ク

フ
ォ
ー
ス
、
ソ
ロ
モ
ン
政
府
省
庁
、
P
I
F
事
務
局
、
他
ド

ナ
ー
関
係
者
等

【
地
域
】

・
大
洋
州
地
域
へ
の
援
助
計
画
は
、
関
係
者
の
十
分
な
情
報
と
分
析
を
踏
ま
え
策
定
さ
れ
た
か
。

・
大
洋
州
地
域
へ
の
援
助
計
画
は
、
関
係
者
の
十
分
な
合
意
と
理
解
の
も
と
策
定
さ
れ
た
か
。

・
大
洋
州
地
域
へ
の
援
助
計
画
は
、
適
切
な
意
志
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
従
っ
て
策
定
さ
れ
た
か
。

【
広
域
案
件

】
・
広
域
案
件
実
施
計
画
は
、
関
係
者
の
十
分
な
情
報
と
分
析
を
踏
ま
え
策
定
さ
れ
た
か
。

・
広
域
案
件
実
施
計
画
は
、
関
係
者
の
十
分
な
合
意
と
理
解
の
も
と
策
定
さ
れ
た
か
。

・
広
域
案
件
実
施
計
画
は
、
適
切
な
意
志
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
従
っ
て
策
定
さ
れ
た
か
。

【
ソ
ロ
モ
ン

】
・
ソ
ロ
モ
ン
へ
の
援
助
計
画
は
、
関
係
者
の
十
分
な
情
報
と
分
析
を
踏
ま
え
策
定
さ
れ
た
か
。

・
ソ
ロ
モ
ン
へ
の
援
助
計
画
は
、
関
係
者
の
十
分
な
合
意
と
理
解
の
も
と
策
定
さ
れ
た
か
。

・
ソ
ロ
モ
ン
へ
の
援
助
計
画
は
、
適
切
な
意
志
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
従
っ
て
策
定
さ
れ
た
か
。

【
地
域
】

1
.
1
 
計
画
策
定
ま
で
の
収
集
・
分
析
の
方
法
と
情
報
の
質
と
量

1
.
2
 
計
画
策
定
ま
で
の
関
係
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
・
良
好
さ
の
度
合
い

1
.
3
 
計
画
策
定
に
お
け
る
実
施
体
制
の
妥
当
性
お
よ
び
そ
の
充
実
度
合
い

【
広
域
案
件

】
1
.
4
 
計
画
策
定
ま
で
に
収
集
・
分
析
さ
れ
た
情
報
の
質
と
量

1
.
5
 
計
画
策
定
ま
で
の
関
係
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
良
好
さ
の
度
合
い

1
.
6
 
計
画
策
定
に
お
け
る
実
施
体
制
の
妥
当
性
お
よ
び
充
実
度
合
い

【
ソ
ロ
モ
ン

】
1
.
7
 
計
画
策
定
ま
で
に
収
集
・
分
析
さ
れ
た
情
報
の
質
と
量

1
.
8
 
計
画
策
定
ま
で
の
関
係
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
良
好
さ
の
度
合
い

1
.
9
 
計
画
策
定
に
お
け
る
実
施
体
制
の
妥
当
性
お
よ
び
充
実
度
合
い

【
策
定
プ
ロ
セ
ス
の
合
理
性
・
充
実
度
合
い
】

1
.
 
相
手
国
・
地
域
へ
の
援
助
計
画
は
、
適
切
な
プ
ロ
セ
ス
に

 
 
 
よ
り
策
定
さ
れ
た
か

プ ロ セ ス の 適 切 性
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2-4 調査団員 
 
 本評価は、下記の体制、メンバーによって実施された。 
 
評価主任 
野田 真里 （特活）名古屋ＮＧＯセンター理事・中部大学 准教授 
 
アドバイザー 
関根 久雄 筑波大学大学院人文社会科学研究科 教授 
 
評価補助業務従事者 
川原 恵樹 （財）国際開発センター 研究主幹／主任研究員 
寺田 幸弘 （財）国際開発センター 総務部長／主任研究員 
佐藤 敦郎 （財）国際開発センター 研究員 
志賀 千章 （財）国際開発センター 研究員 
 
 現地調査には、寺田主任研究員を除く上記メンバー、及びオブザーバーとして、外務省

国際協力局評価室より蟹川わかな事務官が参加した。 
 
 なお、本評価は評価主任並びに ODA 評価有識者会議の責任において実施されたもの

であり、外務省、及び日本政府の見解を示すものではない。 
 


